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理事長講演 11月29日（金） 14：00～14：30　第1会場

座長：�東　信良（旭川医科大学 外科学講座 血管・呼吸・腫瘍病態外科学分野）

PL-1 日本フットケア・足病医学会のこれから 
The Goals in The Future of Japanese Society for Foot Care and Podiatric Medicine

寺師　浩人（ 神戸大学大学院 医学研究科 形成外科学（日本フットケア・足病医学会 理事長）） �  76

会長講演 11月29日（金） 14：30～15：00　第1会場

座長：�寺師　浩人（神戸大学大学院 医学研究科 形成外科学）

PL-2 もう一歩先を目指す学術集会
東　信良（ 旭川医科大学 外科学講座 血管・呼吸・腫瘍病態外科学分野、 

旭川医科大学病院 病院長） �  77

招請講演1 11月29日（金） 11：35～12：15　第2会場

座長：�東　信良（旭川医科大学 外科学講座 血管・呼吸・腫瘍病態外科学分野）

IL1 Multidisciplinary cooperation in limb salvage in Germany：  
How to develop a team?

Werner Lang（  Department of Vascular Surgery,  
University Hospital Erlangen, Germany） �  78

招請講演2 11月29日（金） 15：05～15：45　第2会場

座長：�田中　里佳（ 順天堂大学順天堂医院 足の疾患センター、順天堂大学 医学部 形成外科学講座、 
順天堂大学大学院 医学研究科 再生医学）

IL2 Current state of podiatry in Australia and IWGDF guidelines
Vivienne Chuter（  Discipline of Podiatry, School of Health Sciences、 

Western Sydney University, Campbelltown Campus, Australia） �  80

特別講演 11月30日（土） 9：45～10：40　第1会場

座長：�東　信良（旭川医科大学 外科学講座 血管・呼吸・腫瘍病態外科学分野）

SL 下肢創傷に対する普及啓発など更なる取組について
秋野　公造（参議院議員） �  82

シンポジウム1 11月29日（金） 8：55～10：25　第1会場

座長：�守矢　英和（医療法人社団徳洲会 湘南鎌倉総合病院 腎臓病総合医療センター） 
愛甲　美穂（医療法人社団徳洲会 湘南鎌倉総合病院 腎臓病総合医療センター）

透析室における足病評価の標準化：みんなで作ろう透析患者足評価シート

S1-01 基調講演：透析患者における足病変の特徴
佐藤　元美（新城市民病院 腎臓内科・人工透析センター） �  83
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S1-02  透析クリニックにおける足病評価とフットケア  
～足病患者とのプライスレスな関わりから～

坂田　久美子（医療法人勢風会 津みなみクリニック） �  83

S1-03 血液浄化センターでの足病変予防の標準化と連携
米村　朋代（公益財団法人甲南会 六甲アイランド甲南病院） �  84

S1-04 透析患者の血流評価と治療介入
安部　貴之（東京女子医科大学 臨床工学部） �  84

S1-05 下肢末梢動脈疾患の重症化予防ができる観察と評価
愛甲　美穂（医療法人社団徳洲会 湘南鎌倉総合病院 腎臓病総合医療センター） �  85

S1-06 当院における透析室のフットケア
藤本　貴大（済生会和歌山病院 下肢総合診療センター 血管外科） �  85

シンポジウム2 11月29日（金） 17：00～18：30　第1会場

座長：�辻　依子（神戸大学大学院 医学研究科 形成外科学分野 足病医学部門） 
菊池　守（下北沢病院 形成外科）

コメンテーター：�尾原　秀明（慶應義塾大学 医学部 外科学教室） 
寺師　浩人（神戸大学大学院 医学研究科 形成外科学） 
福永　匡史（社会医療法人大道会 森之宮病院 循環器内科／下肢救済センター）

血行再建後の足潰瘍治療の標準化：この足どう治す？

①第5趾MTP関節が露出している症例
S2-01  第5趾MTP関節が露出している症例 

血流が保たれている症例では「関節切除」を選択する
　　綾部　忍（八尾徳洲会総合病院 形成外科・創傷ケアセンター） �  86

S2-02 第5趾MTP骨頭が露出している症例には「切断」が望ましい
　　山尾　健（ 旭川医科大学病院 形成・再建外科学講座、 

北海道大学 大学院医学研究院 形成外科学教室） �  86

②第1趾MTP関節に至る壊死をみとめる症例
S2-03 第1趾MTP関節に至る壊死を認める症例には「断端形成」を目指したい

　　苅部　綾香（順天堂大学医学部附属静岡病院 形成外科） �  87

S2-04  第1趾MTP関節に至る低温熱傷に対して 
TMA（横断的中足骨切断術）を施行した症例

　　相原　有希子（筑波大学 医学医療系形成外科） �  87

③第3足趾から第3中足骨に至る感染症例
S2-05 第3列中足趾節関節から中足骨に至る感染症例では、TMAが有用である

　　寺部　雄太（春日部中央総合病院 下肢救済センター） �  88

S2-06  第3足趾から第3中足骨に至る感染症例に対して 
「ray amputaion」を選択する

　　関山　琢也（東京西徳洲会病院 形成外科） �  88



― 28 ―

④踵部の深く広範囲の潰瘍症例
S2-07 踵部の深く、広範囲の潰瘍症例に対しては「大切断」を選択する

　　古川　雅英（大分岡病院 創傷ケアセンター 形成外科） �  89

S2-08 遊離組織移植による踵部広範囲潰瘍の治療
　　堀内　勝己（市立札幌病院 下肢救済センター／形成外科） �  89

シンポジウム3 11月29日（金） 10：45～12：30　第5会場

座長：�谷口　晃（奈良県立医科大学 整形外科） 
大平　吉夫（日本フットケアサービス株式会社 義肢装具士）

義肢装具の標準化に向けて

S3-01 補装具支給制度と義肢装具
浅見　豊子（佐賀大学医学部附属病院 リハビリテーション科） �  90

S3-02 免荷装具の現状の問題点
門野　邦彦（南和広域医療事業団 五條病院 整形外科） �  90

S3-03 経営から見た下肢救済分野の参入
冨金原　武（一般社団法人 日本義肢協会（近畿支部117） 株式会社冨金原義肢） �  91

S3-04 下肢救済分野の教育環境 
義肢装具士が下肢救済分野に参加していくための課題

東江　由起夫（公益社団法人日本義肢装具士協会 会長） �  91

S3-05 治療用装具の標準化における学会の役割
坂井　一浩（一般社団法人日本義肢装具学会 理事長、人間総合科学大学） �  92

S3-06 海外における装具の保険制度 ―免荷装具・足装具を中心に―
松本　琴美（日本フットケアサービス株式会社） �  92

シンポジウム4 11月30日（土） 10：50～12：20　第5会場

座長：�土田　博光（誠潤会水戸病院 院長） 
林　久恵（愛知淑徳大学 健康医療科学部 医療貢献学科 理学療法学専攻）

血行再建のリハビリの標準化

S4-01 CLTI患者における下肢機能温存を目的とした血行再建後の 
リハビリテーションには何が必要か？

川﨑　大三（社会医療法人大道会 森之宮病院 循環器内科／下肢救済センター） �  93

S4-02 血行再建のリハビリテーションの標準化を進めるために必要なこと
林　久恵（愛知淑徳大学 健康医療科学部 医療貢献学科 理学療法学専攻） �  93

S4-03  下肢閉塞性動脈疾患患者における血管内治療及び 
運動療法後の歩行機能改善に及ぼす骨格筋機能の影響について

赤井　弘明（仙台厚生病院 循環器内科） �  94

S4-04  下肢末梢血管内治療後の閉塞性動脈硬化症患者における 
身体活動量低下の関連因子についての検討

堀　将也（岐阜ハートセンター 心臓リハビリテーション室） �  94
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シンポジウム5 11月29日（金） 11：00～12：30　第3会場

座長：�孟　真（横浜市立大学 外科治療学） 
間宮　直子（大阪府済生会吹田病院 看護部）

静脈性潰瘍管理の標準化

S5-01 圧迫療法の基礎と「静脈疾患における圧迫療法ガイドライン2024」
佐久田　斉（ 福寿会病院 血管外科、 

日本静脈学会 弾性ストッキング・圧迫療法コンダクター養成委員会） �  95

S5-02 慢性静脈不全症による静脈性潰瘍の圧迫療法
小畑　貴司（金沢医科大学氷見市民病院 胸部心臓血管外科） �  95

S5-03 静脈性潰瘍管理の標準化 形成外科の視点から
大浦　紀彦（杏林大学 医学部 形成外科） �  96

S5-04 静脈性皮膚潰瘍診療における皮膚科の現状
中西　健史（明治国際医療大学 皮膚科） �  96

S5-05 静脈性潰瘍管理の標準化 ―看護の視点から―
菊池　絵里（国家公務員共済組合連合会 横浜南共済病院 看護部／心臓血管外科） �  97

シンポジウム6-1 11月29日（金） 17：00～18：30　第6会場

座長：�家城　恭彦（富山市立富山市民病院 内分泌代謝内科） 
瀬戸　奈津子（関西医科大学 看護学部・看護学研究科 慢性疾患看護学領域）

患者教育の標準化：みんなで作ろう患者指導のスタンダード 
第1部：糖尿病足病変患者に対するスタンダード

S6-1-01 基調講演：糖尿病足病変患者に対する治療のスタンダード
家城　恭彦（富山市立富山市民病院 内分泌代謝内科） �  98

S6-1-02 糖尿病看護フットケア教育のスタンダード
村内　千代（関西医科大学 看護学部・看護学研究科 慢性疾患看護学領域） �  98

S6-1-03 糖尿病カードシステムを用いたフットケア教育
藤井　純子（佐賀大学医学部附属病院 看護部） �  99

S6-1-04 地域密着型クリニックにおけるフットケア教育
伊藤　千穂（ほたるのセントラル内科） �  99
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シンポジウム6-2 11月30日（土） 16：00～17：10　第3会場

座長：�安西　慶三（高邦会高木病院 糖尿病内分泌肝疾患センター） 
丹波　光子（杏林大学医学部付属病院 看護部）

患者教育の標準化：みんなで作ろう患者指導のスタンダード 
第2部：CLTIに対する患者教育のスタンダード

S6-2-01 基調講演：CLTIに対する患者教育
安西　慶三（高邦会高木病院 糖尿病内分泌肝疾患センター） �  100

S6-2-02 CLTIに対する患者教育のスタンダード ―生命予後の観点―
畑　陽介（関西労災病院 循環器内科） �  100

S6-2-03 創傷再発の観点
辻　依子（神戸大学大学院 医学研究科 形成外科学分野 足病医学部門） �  101

S6-2-04 血管再発の観点
山岡　輝年（松山赤十字病院 血管外科） �  101

S6-2-05 相互理解が育む患者と医療者の信頼関係
橘　優子（順天堂大学医学部附属順天堂医院 足の疾患センター） �  102

S6-2-06 3つの視点から行動変容につながる患者教育
丹波　光子（杏林大学医学部付属病院 看護部） �  102

シンポジウム6-3 11月30日（土） 14：20～15：20　第5会場

座長：�間宮　直子（大阪府済生会吹田病院 看護部） 
孟　真（横浜市立大学 外科治療学）

患者教育の標準化：みんなで作ろう患者指導のスタンダード 
第3部：静脈うっ滞性潰瘍の患者教育スタンダード

S6-3-01  入院中の静脈うっ滞性潰瘍をもつ患者への指導と、 
病棟看護師への指導について

平良　亮介（水島協同病院 看護部） �  103

S6-3-02 外来における患者・家族・看護師指導のピットホールを考える
小林　智美（社会医療法人河北医療財団 河北総合病院 看護部） �  103

S6-3-03  訪問看護師に向けたうっ滞性潰瘍管理の教育  
～急性期病院と訪問看護師の連携～

中屋　貴子（国立循環器病研究センター 看護部） �  104

S6-3-04 在宅での静脈うっ滞性潰瘍の指導
間宮　直子（大阪府済生会吹田病院 看護部） �  104

S6-3-05 下肢浮腫に対する患者指導の標準化：各種圧迫装具の指導と廃用性浮腫
野中　愛（横浜南共済病院 看護部） �  105
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シンポジウム6-4 11月30日（土） 15：30～17：00　第5会場

座長：�松原　忍（順天堂医院 足の疾患センター 形成外科） 
内藤　亜由美（湘南医療大学 保健医療学部 看護学科）

患者教育の標準化：みんなで作ろう患者指導のスタンダード 
第4部：リンパ浮腫患者の教育スタンダード

S6-4-01 婦人科におけるリンパ浮腫患者指導の取り組み
小林　範子（北海道大学病院 婦人科） �  106

S6-4-02 リンパ浮腫患者のエンパワーメント：形成外科医の視点から見た教育と治療
大西　文夫（埼玉医科大学総合医療センター 形成外科・美容外科） �  106

S6-4-03 看護師の立場から ～患者アドヒアランスを向上できる患者教育～
渡辺　直子（西九州大学 看護学部 看護学科） �  107

S6-4-04 理学療法士の立場から考えるリンパ浮腫患者の教育
山本　優一（北福島医療センター リハビリテーション科） �  107

S6-4-05 個人サロンにおけるリンパ浮腫患者指導
佐藤　弘章（ナディスよこはま） �  108

シンポジウム7 11月30日（土） 10：50～12：20　第2会場

座長：�古川　雅英（大分岡病院 創傷ケアセンター 形成外科） 
日野岡　蘭子（旭川医科大学病院 看護部）

虚血肢重症化予防のための広域連携： 
私の地域の医療者間連携：これってスタンダードになるのでは？

S7-01  基調講演：虚血肢重症化予防のための広域連携； 
大分県（岡病院）における連携

古川　雅英（大分岡病院 創傷ケアセンター 形成外科） �  109

S7-02 虚血肢重症化予防ゲートキーパーとしてNsが果たす役割
石橋　理津子（佐賀大学医学部附属病院 形成外科 技術補佐員看護師） �  109

S7-03 在宅診療における虚血肢重症化予防の連携
宇都宮　誠（東邦大学医療センター大橋病院 循環器内科、TOWN訪問診療所城南院） �  110

S7-04 どうつながる？どう支える？ 透析医療機関との連携
石井　義輝（医療法人真鶴会 小倉第一病院 形成外科） �  110

S7-05 フットケアの地域連携の会 Joyfull（設立から今後の課題まで）
藤井　さつえ（医療法人社団亮正会 総合高津中央病院 看護部） �  111

S7-06 遠隔診療アプリ JOINを用いた看護師医師も交えた広域連携
日野岡　蘭子（旭川医科大学病院 看護部） �  111
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シンポジウム8-1 11月30日（土） 8：10～9：40　第1会場

座長：�溝上　祐子（東京医療保健大学大学院 医療保健学研究科） 
松村　一（東京医科大学 形成外科学分野）

足病診療における院内連携　第1部：看護師の役割

S8-1-01 包括的高度慢性下肢虚血（CLTI）をチーム医療で戦う 
～NP（ナースプラクティショナー）の役割～

小島　俊輔（東京ベイ・浦安市川医療センター 循環器内科） �  112

S8-1-02 順天堂医院「足の疾患センター」における看護師の役割
田中　里佳（ 順天堂大学順天堂医院 足の疾患センター、 

順天堂大学 医学部 形成外科学講座） �  112

S8-1-03  当院足病診療における 
皮膚・排泄ケア特定看護師の組織横断的活動の現状と課題

鈴木　由加（千葉循環器病センター 看護局） �  113

S8-1-04  褥瘡管理室糖尿病・透析患者の足を守るための 
院内連携における看護師の役割

杉本　はるみ（社会医療法人仁友会 南松山病院 褥瘡管理室） �  113

シンポジウム8-2 11月30日（土） 8：10～9：40　第2会場

座長：�高島　千敬（広島都市学園大学 健康科学部 リハビリテーション学科） 
河辺　信秀（東都大学 幕張ヒューマンケア学部 理学療法学科）

足病診療における院内連携　第2部：理学療法士・作業療法士に期待する役割

S8-2-01 外来中心の創傷治療で期待する役割　形成外科医の立場から
大浦　紀彦（杏林大学 医学部 形成外科） �  114

S8-2-02 理学療法士、作業療法士に期待すること　看護師の立場から
丹波　光子（杏林大学医学部付属病院 看護部） �  114

S8-2-03 透析治療における足病管理において期待する役割　透析専門医の立場から
日高　寿美（医療法人社団徳洲会 湘南鎌倉総合病院 腎臓病総合医療センター） �  115

S8-2-04 透析治療における足病管理において期待する役割　透析看護の立場から
愛甲　美穂（ 医療法人社団徳洲会 湘南鎌倉総合病院 腎臓病総合医療センター／ 

リハビリテーション科） �  115

シンポジウム8-3 11月30日（土） 8：10～9：10　第6会場

座長：�田中　康仁（奈良県立医科大学 整形外科） 
佐周原　義則（ 有限会社ハッピーおがわ 義肢装具士、 

公益社団法人日本義肢装具士協会 タスク・シフト／シェア研修WG委員長）

足病診療における院内連携　第3部：義肢装具士の役割

S8-3-01 基調講演：足病診療における義肢装具士の可能性
菊池　恭太（下北沢病院 下肢・足病総合センター） �  116
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S8-3-02 タスクシフトシェアの現状と課題　義肢装具士の立場から
滝澤　祐子（日本フットケア足病医学会 認定師、神奈川県 病院勤務 義肢装具士） �  116

S8-3-03 タスクシフトシェアの現状と課題　義肢装具士の立場から
名和　大輔（日本フットケアサービス株式会社） �  117

シンポジウム8-4 11月30日（土） 14：20～15：20　第2会場

座長：�松本　健吾（大分岡病院 形成外科） 
菊池　守（下北沢病院 形成外科）

足病診療における院内連携 
第4部：働き方改革を進めるデジタルトランスフォーメーション　みんなに役立つ成功事例紹介

S8-4-01 DXを日々の診療にどのように活用するべきか
松本　健吾（大分岡病院 形成外科） �  118

S8-4-02 足病診療における院内連携「院内連携を院外に広げる」
松　久美（大分岡病院 看護部） �  118

S8-4-03  オンラインを導入したことで変わった医師の働き方 
～足病専門クリニックでDXを活用する意義～

花田　明香（富士 足・心臓血管クリニック） �  119

S8-4-04 DXが地域包括ケアにもたらす展望：遠隔フットケアで実現する未来
石田　幸広（株式会社セカンドハート、大阪府済生会泉尾病院 ME科） �  119

シンポジウム9 11月29日（金） 17：00～18：30　第2会場

座長：�山岡　輝年（松山赤十字病院 血管外科） 
飯田　修（大阪警察病院 循環器内科）

大切断の適応基準：みんなで作ろう大切断の適応基準

S9-01 CLTIに対する大切断術に関して整形外科医として思うこと
田中　康仁（奈良県立医科大学 整形外科） �  120

S9-02 肢温存緩和治療の実際と限界
宇都宮　誠（TOWN訪問診療所城南院、東邦大学医療センター大橋病院 循環器内科） �  120

S9-03 全身状態からみた一次大切断の適応
児玉　章朗（愛知医科大学 血管外科） �  121

S9-04 創傷からみた一次大切断の適応
大浦　紀彦（杏林大学 医学部 形成外科） �  121

S9-05 CLTI患者における二次大切断の適応と至適時期
畑　陽介（関西労災病院 循環器内科） �  122

S9-06 大切断後のリハビリテーション ―歩行獲得の可能性―
陳　隆明（兵庫県立総合リハビリテーションセンター 所長） �  122
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シンポジウム10 11月29日（金） 11：00～12：30　第1会場

座長：�高山　かおる（埼玉県済生会川口総合病院 皮膚科） 
磯貝　善蔵（国立長寿医療研究センター 皮膚科部）

足病診断学：この足病は何の病気？

S10-01 基調講演：難治性潰瘍の原因を診断する
沢田　泰之（都立墨東病院 皮膚科） �  123

S10-02 腫瘍編：これは悪性？局所それとも全身性？すぐに紹介した方がよいですか！？
竹本　啓伸（むつ総合病院 皮膚科） �  123

S10-03 足がこんなに赤いのは？ ～ “ほのお ”と書いて炎症～
岡田　克之（桐生厚生総合病院 皮膚科） �  124

S10-04 この爪変形、何の病気？
秋野　愛（シナモン皮膚科 板橋区役所前） �  124

シンポジウム11 11月30日（土） 8：10～9：40　第5会場

座長：�竹内　一馬（医療法人たけうち 六本松 足と心臓血管クリニック 血管外科） 
北野　育郎（医療法人社団慈恵会 新須磨病院 創傷治療センター・外科）

コメンテーター：�宇都宮　誠（東邦大学医療センター大橋病院 循環器内科、TOWN訪問診療所城南院）

足病専門クリニック大集合

S11-01 クリニックの特徴と経営的工夫
桑原　靖（医療法人社団輝幸会 足のクリニック 表参道） �  125

S11-02 クリニックの特徴と地域連携
山口　健一（爪と皮膚の診療所 形成外科・皮膚科） �  125

S11-03 足病専門クリニックの目指すもの ～ Let’s make it happen！～
花田　明香（富士 足・心臓血管クリニック） �  126

S11-04 足と心臓血管専門クリニックの特長と今後の展望
竹内　一馬（医療法人たけうち 六本松 足と心臓血管クリニック 血管外科） �  126

S11-05 日本型足病診療の課題（フェルト難民について）
北野　育郎（医療法人社団慈恵会 新須磨病院 創傷治療センター・外科） �  127

シンポジウム12 11月30日（土） 10：50～12：20　第3会場

座長：�飯田　修（大阪警察病院 循環器内科） 
大浦　紀彦（杏林大学 医学部 形成外科）

アンギオソーム理論はやっぱり重要？

S12-01 Angiosome概念と創傷治癒：これまでの考え方の変遷
東　信良（旭川医科大学 外科学講座 血管外科学分野） �  128

S12-02 血管内治療におけるアンギオサムの役割（総論）
畑　陽介（関西労災病院 循環器内科） �  128
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S12-03 創傷治癒からみたアンギオソームの役割
辻　依子（神戸大学大学院 医学研究科 形成外科学分野 足病医学部門） �  129

S12-04 アンギオソーム理論を症例から再考する
加藤　拓（京都第一赤十字病院 循環器内科） �  129

S12-05  外科的バイパスにおける Angiosome理論の変遷とその再考： 
Woundosomeを考えた血行再建の意義

三宅　啓介（大阪大学大学院 医学系研究科 外科学講座 心臓血管外科学） �  130

S12-06 アンギオサム再考すべき症例（形成外科）
綾部　忍（八尾徳洲会総合病院 形成外科・創傷ケアセンター） �  130

シンポジウム13 11月30日（土） 14：20～15：20　第6会場

座長：�瀬戸　奈津子（関西医科大学 看護学部・看護学研究科） 
石澤　美保子（奈良県立医科大学 医学部 看護学科）

看護師交流セッション　看護研究大集合

S13-01  末梢動脈疾患患者の足病変のフットケア指導に対する 
パンフレット導入後の看護師の認識の変化

山本　仁美（独立行政法人労働者健康安全機構 大阪ろうさい病院） �  131

S13-02 CLTI患者における踵部の褥瘡予防ケアについて
川村　双葉（社会医療法人大道会 森之宮病院） �  131

S13-03 足部足関節評価質問票を用いたウェルナー症候群患者の1年後の変化
田原　裕希恵（千葉大学大学院 看護学研究院 健康増進看護学分野） �  132

S13-04  下肢閉塞性動脈疾患患者のバイパス術後に 
グラフト高度狭窄・閉塞を繰り返す患者の生活面における誘因検討

中山　莉沙（川崎医科大学総合医療センター） �  132

S13-05  包括的高度慢性下肢虚血に対する遊離広背筋皮弁術後に看護師が抱く困りごと 
～倫理的視点からの分析～

成田　はづき（旭川医科大学病院 HCU） �  133

シンポジウム14 11月30日（土） 15：30～17：00　第6会場

座長：�溝上　祐子（東京医療保健大学大学院 医療保健学研究科 プライマリケア看護学領域） 
日野岡　蘭子（旭川医科大学病院 看護部）

特定行為研修修了した看護師大集合：私のやりがい！足を護りたい！

S14-01 特定行為研修修了した看護師ってどういう人？
溝上　祐子（東京医療保健大学大学院 医療保健学研究科 プライマリケア看護学領域） �  134

S14-02  透析患者に寄り添って足を護る 
～ PODIATRY Projectと特定行為研修制度のパーパスを起点として～

藤井　渚（上尾中央医科グループ医療法人社団愛友会 蓮田一心会病院 看護部） �  134
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S14-03 糖尿病のある人に寄り添って足を護る
山﨑　優介（広島市立北部医療センター安佐市民病院 看護部 糖尿病看護特定認定看護師） � 135

S14-04 地域住民の足を護るための取り組み
中山　法子（糖尿病ケアサポートオフィス 代表） �  135

シンポジウム15 11月29日（金） 8：55～10：35　第5会場

座長：�門野　邦彦（南和広域医療企業団 五條病院 整形外科） 
北野　育郎（医療法人社団慈恵会 新須磨病院 創傷治療センター・外科）

糖尿病性足潰瘍（Diabetic foot ulcers：DFU）に対する外科的手術（Surgical off-loading）

S15-01 DFUに対する Surgical off-loadingの意義
菊池　恭太（下北沢病院 下肢・足病総合センター） �  136

S15-02 外科的手術（Surgical off-loading）の実際（後足部）
綾部　忍（八尾徳洲会総合病院 形成外科・創傷ケアセンター） �  136

S15-03 外科的免荷手術（Surgical off-loading）の実際2
寺部　雄太（春日部中央総合病院 下肢救済センター） �  137

S15-04 糖尿病性足病変に対する矯正手術について
李家　中豪（株式会社ミレニアメディカル） �  137

S15-05 CLTIに対する Surgical off-loading
長﨑　和仁（下北沢病院 血管外科） �  138

シンポジウム16 11月29日（金） 8：55～10：40　第3会場

座長：�松本　健吾（大分岡病院 形成外科） 
高山　かおる（埼玉県済生会川口総合病院 皮膚科）

難治性潰瘍の症例検討

S16-01 基調講演：虚血と感染のある創傷の治療
辻　依子（神戸大学大学院 医学研究科 形成外科学分野 足病医学部門） �  139

S16-02 CLTIに対する集学的治療を考える
曽我　芳光（小倉記念病院 循環器内科） �  139

S16-03 HBOでなんとか治癒した一例
齋藤　達弥（ 医療法人社団 CHCPヘルスケアシステム  

桑園中央病院 救肢・創傷治療センター・血管外科） �  140

S16-04 脊髄神経刺激装置の効果
古川　雅英（大分岡病院 創傷ケアセンター・形成外科） �  140

S16-05 当科で今年経験した難治性潰瘍2例の検討
野村　拓生（十全記念病院 血管外科 下肢救済センター） �  141

S16-06 重症 Blue toe症候群2例の検討
藤井　美樹（順天堂大学 医学部 形成外科学講座、順天堂大学大学院 医学研究科 再生医学） �  141
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S16-07  バイパス術後のCLTIに対し遊離広背筋皮弁を施行したが 
バイパス閉塞と皮弁壊死をきたし治療に難渋した一例

山尾　健（ 旭川医科大学 形成・再建外科学講座、 
北海道大学 大学院医学研究院 形成外科学教室） �  142

S16-08 免疫抑制状態にあるCLTI ～4肢3症例の治療経験～
外田　洋孝（社会福祉法人恩賜財団済生会 山形済生病院 心臓血管外科） �  142

シンポジウム17 11月30日（土） 14：20～15：50　第3会場

座長：�山岡　輝年（松山赤十字病院 血管外科） 
中村　正人（東邦大学医療センター 大橋病院 循環器内科）

CLTI予後不良、改善の余地はないのか？

S17-01 CLTI予後改善のために循環器内科ができること
飯田　修（大阪警察病院 循環器内科） �  143

S17-02 CLTI予後改善のために腎臓内科医ができること
大竹　剛靖（湘南鎌倉総合病院 腎臓病総合医療センター） �  143

S17-03 CLTI予後改善のために血管外科医ができること
児玉　章朗（愛知医科大学 血管外科） �  144

S17-04 CLTI予後改善のために形成外科医ができること
辻　依子（神戸大学大学院 医学研究科 形成外科学分野 足病医学部門） �  144

S17-05 CLTI予後改善のために理学療法士ができること
林　久恵（愛知淑徳大学 健康医療科学部 医療貢献学科 理学療法学専攻） �  145

S17-06 CLTI予後改善に向けたフットケア ～患者のセルフケアを育む関り～
橘　優子（順天堂大学医学部附属順天堂医院 足の疾患センター） �  145

シンポジウム18 11月29日（金） 8：55～9：55　第2会場

座長：�飯田　修（大阪警察病院 循環器内科） 
児玉　章朗（愛知医科大学 血管外科）

血行再建セッション　Below the ankle （BTA） diseaseに対する治療戦略と肢予後

S18-01  ガイドライン・エビデンスからみた BTA diseaseとは： 
何が外科的血行再建を困難にするのか ―外科医の視点から―

山岡　輝年（松山赤十字病院 血管外科） �  146

S18-02  ガイドライン・エビデンスからみた BTA diseaseとは： 
何が血管内治療を困難にするのか ―内科医の視点から―

丹　通直（時計台記念病院 循環器内科） �  146

S18-03 足首以下の血行再建の手法は、この10年でどう移り変わったのか
仲間　達也（東京ベイ・浦安市川医療センター 循環器内科） �  147

S18-04 Evidenced-based revascularizationと創傷治癒にむけた治療戦略
菊地　信介（旭川医科大学 外科学講座 血管外科学分野） �  147

S18-05 “BTA Disease” 形成外科医師ができること
田中　里佳（ 順天堂大学順天堂医院 足の疾患センター、順天堂大学 医学部 形成外科学講座、 

順天堂大学大学院 医学研究科 再生医学） �  148
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予習プログラム：必見！予習コーナー 事前収録

もう一歩知りたい足病学1　足の解剖
OD-01 足と足趾の解剖と機能

田中　康仁（奈良県立医科大学 整形外科） �  149

もう一歩知りたい足病学2　足病創傷処置の基本
OD-02 足病創傷処置の基本

日野岡　蘭子（旭川医科大学病院 看護部） �  149

もう一歩知りたい足病学3　装具の基本
OD-03 下肢慢性創傷患者に対する装具の基本

太田　賢人（日本フットケアサービス株式会社 義肢装具士） �  149

学会長特別企画 11月30日（土） 10：50～12：20　第1会場

座長：�寺師　浩人（神戸大学大学院 医学研究科 形成外科） 
竹内　一馬（医療法人たけうち 六本松 足と心臓血管クリニック 血管外科）

コメンテーター：�秋野　公造（参議院議員）

足病領域における行政との取り組み

JP1-01 フットケアで地域貢献を ～行政との連携～
大場　マッキー　広美（一般社団法人フットヘルパー協会） �  150

JP1-02 健康寿命の延伸に向けたフットケアの可能性 ～SUKSK×1002運動～
後藤　好邦（山形市役所 健康医療部 健康増進課 ） �  150

JP1-03 足元から健康寿命を延ばすためにできること
石本　優子（福岡市市議会議員） �  151

JP1-04  人生100年時代の国民に対して、足を守るためにいま学会が取り組むこと 
（PODIATRY Projectを通して）

寺師　浩人（神戸大学大学院 医学研究科 形成外科学） �  151

市民公開講座：足を守り、歩行を守る100年人生 11月30日（土） 15：00～16：30　第1会場

講演1. 血行障害と足病：あなたの血管は大丈夫？

座長：�東　信良（旭川医科大学病院 血管外科） 
佐藤　勝彦（札幌心臓血管クリニック 循環器内科）

JP2-01 足病って何？あなたの血管、神経は大丈夫？
東　信良（旭川医科大学病院 血管外科） �  152
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講演2. 足を守り、歩行を守る大切さ

座長：�東　信良（旭川医科大学病院 血管外科） 
佐藤　勝彦（札幌心臓血管クリニック 循環器内科）

JP2-02 足を守り、歩行を守る大切さ
辻　依子（神戸大学大学院 医学研究科 形成外科学分野 足病医学部門） �  152

講演3. 足のケアの基本

座長：�上村　哲司（佐賀大学 医学部 形成外科） 
寺師　浩人（神戸大学大学院 医学研究科 形成外科学）

JP2-03 足のお手入れの基本
大場　マッキー　広美（一般社団法人フットヘルパー協会） �  153

講演4.足育の心得：子どもの靴選び

座長：�上村　哲司（佐賀大学 医学部 形成外科） 
寺師　浩人（神戸大学大学院 医学研究科 形成外科学）

JP2-04 足育の心得　子ども靴選びの新基準
伊藤　笑子（日独小児靴学研究会、合同会社フェルゼ） �  153

ウォーキング講座 11月29日（金） 16：20～17：50　第10会場

JP3 教えて！済木先生 ーわくわくWalk in KOBEー
講師：済木　南希（プロフェッショナルウォーキング協会 トッププロウォーキング講師） �  154

日本血管外科学会ジョイントシンポジウム 11月29日（金） 10：00～11：30　第2会場

座長：�寺師　浩人（神戸大学大学院 医学研究科 形成外科学） 
保科　克行（東京大学 血管外科）

アウトカムを見据えた血行再建を考える

1. 歩行機能
JP4-01 血行再建後のアウトカムを歩行機能でみる際の指標は？

林　久恵（愛知淑徳大学 健康医療科学部 医療貢献学科 理学療法学専攻） �  155

JP4-02 ADLがCLTIの治療成績・生命予後に及ぼす影響の検討
森﨑　浩一（九州大学病院 血管外科） �  155

JP4-03 歩行機能を残すために重要な EVTとは何か
福永　匡史（森之宮病院 循環器内科） �  156
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2. 潰瘍治癒
JP4-04  潰瘍治癒にはmacrocirculationとmicrocirculationを見据えた 

血行再建が必要である
出口　順夫（埼玉医科大学総合医療センター 血管外科） �  156

JP4-05 アウトカムを見据えた血行再建を考える
飯田　修（大阪警察病院 循環器内科） �  157

JP4-06  アウトカムを見据えた血行再建を考える  
～潰瘍治癒：創傷管理の立場から～

日野岡　蘭子（旭川医科大学病院 看護部） �  157

3. 再発予防・患者教育
JP4-07 重症下肢虚血の再発予防と患者教育

小林　平（JA広島総合病院 心臓血管外科） �  158

JP4-08 CLTI看護におけるアウトカムとは ～チーム医療とQOL評価～
溝端　美貴（独立行政法人労働者健康安全機構 大阪ろうさい病院 血管診療技師） �  158

共催：日本ゴア合同会社、ボストン・サイエンティフィック　ジャパン株式会社、日本メドトロニック株式会社

日本腎臓リハビリテーション学会ジョイントシンポジウム 11月29日（金） 17：00～18：00　第4会場

座長：�平木　幸治（聖マリアンナ医科大学病院 リハビリテーションセンター） 
河辺　信秀（東都大学 幕張ヒューマンケア学部）

腎臓リハビリテーションにおける保険点数獲得後の進化と課題

JP5-01 透析患者の運動療法における新たな挑戦
金城　里歩（医療法人なごみ会 岸辺くすのき透析クリニック） �  159

JP5-02 認知機能障害を有する透析患者における腎臓リハビリテーションの課題と対策
音部　雄平（大阪公立大学大学院 リハビリテーション学研究科） �  159

JP5-03 保期CKD患者における腎臓リハビリテーションの進化と課題
平木　幸治（聖マリアンナ医科大学病院 リハビリテーションセンター） �  159

JET ジョイントシンポジウム 11月30日（土） 8：10～9：40　第3会場

座長：�菊地　信介（旭川医科大学病院 血管外科） 
仲間　達也（東京ベイ・浦安市川医療センター 循環器内科）

コメンテーター：�三輪　宏美（総合病院 国保旭中央病院 循環器内科） 
倉田　修治（湘南藤沢徳洲会病院 外科） 
岩越　真一（奈良県立医科大学 放射線診断・IVR学講座）

CLTI治療の最前線

JP6-01 CLTIへの EVT ～drug technologyについて考える～
吉岡　直輝（大垣市民病院 循環器内科） �  160

共催：株式会社メディコン
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JP6-02 CLTIに対する EVTの現在と今後の期待
竹井　達郎（社会医療法人天陽会 中央病院 循環器内科） �  160

共催：テルモ株式会社

JP6-03 再狭窄形態に基づくDESの選択
中西　敬太郎（市立札幌病院 心臓血管外科） �  160

共催：クックメディカルジャパン合同会社

JP6-04 レオカーナでCLTIと戦う
岩﨑　義弘（社会医療法人誠光会 淡海医療センター 循環器内科） �  160

共催：株式会社カネカメディックス

血管再生療法の最前線 11月29日（金） 17：00～18：00　第3会場

座長：�的場　聖明（京都府立医科大学大学院 医学研究科 循環器・腎臓内科学） 
田中　里佳（ 順天堂大学大学院 医学研究科 再生医学、順天堂大学 医学部 形成外科学講座、 

順天堂大学 難病の疾患と治療研究センター 難治性疾患・再生医療実用化研究室、 
順天堂大学 ゲノム再生医療センター）

コメンテーター：�川本　篤彦（公益財団法人神戸医療産業都市推進機構 医療イノベーション推進センター） 
三宅　啓介（大阪大学大学院 医学系研究科 外科学講座 心臓血管外科学）

JP7-01 自家骨髄単核球細胞移植による血管再生医療の現況と将来性
川俣　博史（京都府立医科大学大学院 医学研究科 循環器内科学、松下記念病院 循環器内科） �  161

JP7-02 下肢末梢動脈疾患に対する低侵襲血管再生治療への期待と展望
矢西　賢次（京都府立医科大学大学院 医学系研究科 循環器内科学） �  161

JP7-03  膠原病とバージャー病に起因する非動脈硬化性虚血性下肢潰瘍にたいする 
新たな血管再生治療法の開発

田中　里佳（ 順天堂大学大学院 医学研究科 再生医学、順天堂大学 医学部 形成外科学講座、 
順天堂大学 難病の疾患と治療研究センター 難治性疾患・再生医療実用化研究室、
順天堂大学 ゲノム再生医療センター） �  161

透析医学会合同プログラム 11月29日（金） 15：50～16：50　第4会場

司会：�日高　寿美（湘南鎌倉総合病院 腎臓病総合医療センター長） 
田尻　朝子（医療法人社団六翠会 城内六島クリニック）

透析患者の足病治療と連携構築

JP8-01 足病発症予防・進展防止のための透析療法の工夫
大竹　剛靖（湘南鎌倉総合病院 腎臓病総合医療センター） �  162

JP8-02 重症下肢虚血のキズ治療
常川　主裕（信州大学 医学部 形成再建外科学教室） �  162

JP8-03  透析クリニックからの足病治療連携構築  
～最初の一歩は「知りたい」から～

坂田　久美子（医療法人勢風会 津みなみクリニック 看護部） �  163
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子ども靴の明日を考えるシンポジウム 11月29日（金） 17：15～18：15　第5会場

座長：�塩之谷　香（塩之谷整形外科） 
大浦　紀彦（杏林大学 形成外科）

■ビデオメッセージ 「小児靴の手引き書」第二版発刊に際して
1. 秋野 公造（参議院議員）
2. 寺師 浩人（神戸大学 形成外科・美容外科 教授）

JP9-01 医師と研究会代表の立場から
高山　かおる（埼玉県済生会川口総合病院 皮膚科） �  164

JP9-02 『小児靴の手引き書2023』による啓発を現実化するために 
―小児靴の流通販売の立場から―

伊藤　笑子（日独小児靴学研究会、合同会社フェルゼ） �  164

JP9-03 子ども靴の高い認識を日本の文化にするために
大谷　知子（大谷知子事務所 靴ジャーナリスト） �  164

ミニシンポジウム 11月30日（土） 10：50～11：50　第7会場

座長：�北　和子（富士 足・心臓血管クリニック）

爪切り・肥厚爪処置の困ったにこたえます

基調講演

JP10-01 この爪のケアは要注意！
高山　かおる（埼玉県済生会川口総合病院 皮膚科） �  165

実践講座

JP10-02 「爪切り・肥厚爪処置の実際」
溝端　美貴（独立行政法人労働者健康安全機構 大阪ろうさい病院 血管診療技師） �  165

Q＆Aセッション

　「日頃のケアの悩みを相談しよう」

巻き爪治療ライブ 11月30日（土） 14：20～16：20　第7会場

座長：�竹内　一馬（医療法人たけうち 六本松 足と心臓血管クリニック 血管外科） 
齋藤　昌孝（麻布台クリニック）

―エキスパート医師によるデモンストレーションー

JP11-01 基調講演：巻き爪の病態・治療について
齋藤　昌孝（麻布台クリニック） �  166

JP11-02 マチワイヤ
塩之谷　香（塩之谷整形外科） �  166

協賛：多摩メディカル有限会社
JP11-03 巻き爪マイスター

高山　かおる（済生会川口総合病院 皮膚科） �  166

協賛：マルホ株式会社
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JP11-04 3TO
山口　健一（爪と皮膚の診療所） �  166

協賛：バン産商株式会社
JP11-05  簡単！短時間！繰り返し使える！ 

巻き爪矯正器具「ネイル・エイドⓇ」
簗　由一郎（埼玉医科大学 形成外科・美容外科） �  166

協賛：合同会社ひまわりコーポレーション

下肢静脈エコー ハンズオンセミナー 11月29日（金） 15：10～16：40　30日（土） 10：50～12：50　ポスター、展示

JP12  講師：小谷　敦志（近畿大学奈良病院 臨床検査部）
  　　　吉岡　明治（天理よろず相談所病院 臨床検査部） �  167

協力：キヤノンメディカルシステムズ株式会社

学術委員会WG 11月29日（金） 8：55～9：55　第6会場

座長：�寺師　浩人（神戸大学 形成外科）

LEAD・フレイル研究の現状

JP13-01 LEADフレイル研究の意義
東　信良（旭川医科大学 外科学講座 血管外科学分野） �  168

JP13-02 LEAD・フレイル研究の概要と現状
JP13-03    河辺　信秀（ 東都大学 幕張ヒューマンケア学部、 

学術委員会 LEAD・フレイル研究ワーキンググループ） �  168

学会誌編集委員会企画 11月29日（金） 9：00～9：40　第4会場

座長：�大桑　麻由美（金沢大学 医薬保健研究域保健学系臨床実践看護学講座） 
門野　邦彦（南和広域医療事業団 五條病院 整形外科）

論文発表

編集委員会報告 孟　真（横浜市立大学　外科治療学）
演　者

JP14-01 あなたにもわかる論文投稿に必要な医学統計の基礎知識
藤井　誠（大阪大学大学院 医学系研究科 保健学専攻） �  169

最優秀論文賞講演

JP14-02 足潰瘍患者におけるCONUT値と潰瘍治癒の関連性
木村　知己（川崎医科大学 形成外科学教室） �  169

＊表彰式：KOBE NIGHT（懇親会）
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神戸地区 弾性ストッキング・圧迫療法コンダクター講習会：実技編 11月29日（金） 9：30～12：30　第7会場

  講習会会長：東　信良（旭川医科大学 血管外科） 
協力養成委員： 西本　裕二（市立豊中病院 循環器内科） 

野口　まどか（神戸大学医学部地域医療活性化センター）

JP15 実技講習（弾性ストッキング）
講師：松原　忍（順天堂医院足の疾患センター 形成外科） �  170

JP15 実技講習（弾性包帯）
講師：孟　真（並木クリニック／横浜市立大学 外科治療学） �  170

在宅医療委員会企画 11月30日（土） 8：10～9：40　第4会場

座長：�間宮　直子（大阪府済生会吹田病院 看護部） 
袋　秀平（ふくろ皮膚科クリニック）

高齢者施設でフットケアを広める仕掛け

JP16-01 高齢者施設におけるフットケアの実態
間宮　直子（大阪府済生会吹田病院 看護部） �  171

JP16-02 高齢者施設でフットケアを始める工夫
竹之内　美樹（いちはらメディカルグループ いちはら病院 看護部） �  171

JP16-03 特別養護老人ホームにおけるネイルラウンドの成果
齊藤　良子（社会福祉法人恩賜財団大阪府済生会 吹田特別養護老人ホーム 高寿園 看護師） � 172

JP16-04 介護老人保健施設への足の爪切りアウトリーチ
芦田　幸代（社会医療法人敬和会 大分岡病院 看護管理室） �  172

DX委員会シンポジウム 11月30日（土） 15：30～16：30　第2会場

座長：�松本　健吾（大分岡病院 形成外科） 
山田　憲嗣（大阪大学大学院 情報科学研究科）

JP17-01 DX委員会シンポジウム
松本　健吾（大分岡病院 形成外科） �  173

JP17-02 医療データマネージメントを地域でも行う意義
菰田　拓之（ 豊橋ハートセンターあしの外来 デジタルヘルス部、 

豊橋技術科学大学 情報知能工学科、豊橋市医師会 DX委員会） �  173

JP17-03 医療情報流通における新技術の取り組み
森岡　康一（AIBTRUST株式会社 代表取締役社長） �  174

JP17-04 NFTを使ったスマートコントラクトによる sEDCシステムの構築
大浦　紀彦（杏林大学 医学部 形成外科） �  174
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リハビリテーション推進委員会企画 11月29日（金） 11：00～12：00　第10会場

リハビリテーション推進委員会 体験教室

JP18 ブース1：免荷装具歩行体験
	 講師：今岡　信介	 （大分岡病院 リハビリテーション部）
 　　　松本　健吾	 （大分岡病院 形成外科）
 　　　前重　伯壮	 （神戸大学大学院保健学研究科 リハビリテーション科学領域）
 　　　植村　弥希子	（関西福祉科学大学保健医療学部 リハビリテーション学科）

  ブース2：免荷歩行練習体験
	 講師：林　久恵	 （愛知淑徳大学 健康医療科学部）
 　　　河辺　信秀	 （東都大学 幕張ヒューマンケア学部 理学療法学科）
 　　　大関　直也	 （東京医科大学茨城医療センター リハビリテーション療法部）
 　　　中村　壽志	 （湘南医療大学リハビリテーション学科 理学療法学専攻）
 　　　山﨑　尚樹	 （茅ヶ崎リハビリテーション専門学校）
 　　　鬼頭　沙弥	 （茅ヶ崎中央病院）
 　　　清田　成晃	 （名古屋共立病院）

  ブース3：病棟生活場面での免荷、装具着脱体験
	 講師：重藤　ひかる	（大分岡病院 リハビリテーション部）
 　　　成田　雄一	 （関東病院 リハビリテーション科）
 　　　高島　千敬	 （広島都市学園大学 健康科学部 リハビリテーション学科 作業療法学専攻）
 　　　園田　悠馬	 （神戸大学大学院保健学研究科 ウェルビーイング先端研究センター）
 　　　川村　真由夏	（森之宮病院 リハビリテーション部） �  175

認定師・フットケア指導士 交流会 11月29日（金） 15：30～17：30　第7会場

FCX  講師：愛甲　美穂	 （湘南鎌倉総合病院）
  　　　小島　由希菜	（埼玉医科大学病院）
  　　　小林　智美	 （社会医療法人 河北総合病院）
  　　　菅野　智美	 （社会医療法人社団 カレスサッポロ 北光記念病院）
  　　　溝端　美貴	 （大阪労災病院）
  　　　北　　　和子	 （富士 足・心臓血管クリニック）
  　　　西尾　道子	 （恩賜財団 石川県済生会金沢病院）
  　　　中川　宏治	 （医療法人大和会 福田心臓・消化器内科）
  　　　石橋　理津子	（佐賀大学） �  176

ハンズオンセミナー 11月29日（金） 9：00～16：00　第10会場

HS1  足のオフ会へレディゴー： 
逢いたい人に今！会おう！～Welcome マッサージ～

吉本　和子（いこいの訪問看護ステーション）

バスキュラーナースの会 ハンズオンセミナー 11月30日（土） 16：00～17：00　第4会場

HS2  講師：溝端　美貴	 （大阪ろうさい病院 血管診療技師）
  　　　石橋　理津子	（佐賀大学医学部技術補佐員）
  　　　坂田　久美子	（津みなみクリニック 血管診療技師）
  　　　越野　理和	 （岐阜ハートセンター 血管診療技師）
  　　　長田　知香	 （野崎徳洲会病院 血管診療技師）
  　　　岡島　淳美	 （川崎医科大学総合医療センター 血管診療技師）
  　　　平川　歩未	 （北海道医療センター 血管診療技師）
  　　　清水　砂奈恵	（三康病院 血管診療技師）
  　　　髙橋　恵美	 （さくら記念病院）
  　　　松山　頼美	 （淀井病院） �  177
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優秀演題セッション 11月29日（金） 10：00～11：30　第4会場

　座長：�佐藤　勝彦（札幌心臓血管クリニック 循環器内科） 
樋口　ミキ（日本看護協会看護研修学校） 
宮下　裕介（長野赤十字病院 循環器内科）

審査員： 上村　哲司（佐賀大学 医学部 形成外科） 
大竹　剛靖（湘南鎌倉総合病院 腎臓病総合医療センター） 
柿花　隆昭（東京大学医学部附属病院 トランスレーショナルリサーチセンター） 
田村　綾（市立札幌病院 看護部） 
東田　隆治（横浜総合病院 心臓血管外科）

EO-1 フットケアにおける看護師の多職種連携の実践能力と関連要因
永瀬　紗奈衣（独立行政法人地域医療機能推進機構 神戸中央病院） �  178

EO-2 弾性ストッキングの色調による使用感と形態的・物理的性質に関する検討
牛山　浅美（ 東名厚木病院 看護部、 

日本静脈学会 弾性ストッキング・圧迫療法コンダクター養成委員会） �  178

EO-3 レオカーナ（LDL-A）による創傷治癒効果に影響を与える因子についての検討
田村　周平（社会医療法人社団カレスサッポロ時計台記念病院 臨床工学科） �  178

EO-4 創傷治療目的に入院した下肢閉塞性動脈疾患（LEAD）の予後に関する検討
菊池　佳世（湘南藤沢徳洲会病院 リハビリテーション室） �  178

EO-5 血管内治療を施行した包括的高度慢性下肢虚血患者における患者背景、臨床予
後の時代変遷

畑　陽介（関西労災病院 循環器内科） �  179

EO-6 小学校における足測定の意義（第2報） 
～子どもの足長・足囲と上履きの実態～

山口　久美子（一般社団法人足育研究会、一般社団法人足と靴と健康協議会） �  179

EO-7 透析患者の ABIと足趾可動域の関係について
伊藤　美枝（医療法人社団清永会 矢吹病院 看護部） �  179

EO-8 Bypass術による血行再建を施行したCLTI加療における 
IM grade P2の重度足部病変が肢機能に与える影響

土井田　務（旭川医科大学 外科学講座 血管外科） �  179

優秀演題
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1. 難治性潰瘍① 11月29日（金） 10：50～11：30　第6会場

座長：�元村　尚嗣（大阪公立大学大学院 医学系研究科 形成外科学） 
渡辺　光子（日本医科大学千葉北総病院 看護管理室）

O1-1 あと少しで治らない！陥没創傷の治し方 
～ソーバクト充填法のすすめ～

山崎　千夏（公益財団法人宮城厚生協会 坂総合病院） �  180

O1-2 2分脊椎および内反足遺残変形に伴う繰り返す足底潰瘍および骨髄炎に対し 
手術治療を行った2成人例

大野　義幸（岐阜市民病院 形成外科） �  180

O1-3 血管原性および非血管原性による下肢切断の予後および 
医療経済的影響の比較分析

藤原　敬士（市立三次中央病院 循環器内科） �  180

O1-4 吸着型血液浄化器レオカーナの使用経験　～第三報～
川上　崇志（ 医療法人社団新都市医療研究会「君津」会 総合腎臓病センター／ 

玄々堂君津病院 臨床工学科） �  180

O1-5 変形性股関節症を併発した静脈うっ滞性皮膚潰瘍の治療戦略
廣松　伸一（久留米大学医療センター フットケア・下肢血管病センター） �  181

2. 難治性潰瘍② 11月29日（金） 11：35～12：35　第6会場

座長：�長壁　美和子（聖路加国際病院 形成外科） 
山口　梨沙（伊那中央病院 フットケア・足病センター 形成外科）

O2-1 重度足部変形に挑む　―シャルコー関節の手術経験―
釜谷　佳幸（済生会奈良病院 整形外科、奈良県立医科大学 整形外科） �  181

O2-2 前足部切断後の再建をどうするか　～植皮？皮弁？大切断？～
木村　知己（川崎医科大学 形成外科学） �  181

O2-3 治癒困難と考えられた虚血性潰瘍に対する保存的創傷管理の臨床経過
江田　茜（TOWN訪問診療所 城南院） �  181

O2-4 足の切断は急がないで！　～超高齢者の足壊疽は自然脱落が期待できる～
山口　梨沙（伊那中央病院 フットケア・足病センター 形成外科） �  182

O2-5 組織酸素飽和度（StO2）による高気圧酸素療法の効果の検討
森　三穂子（医療法人社団 CHCPヘルスケアシステム 桑園中央病院 血液透析センター） �  182

一般演題（口演）
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O2-6 難治性下肢潰瘍に対し EPIFIXⓇを使用した症例の検討
藤村　直樹（慶應義塾大学 外科） �  182

O2-7 在宅療養での静脈うっ滞性潰瘍に対する圧迫療法の症例報告 
～独居高齢者へケアを継続するために～

和田　由香里（株式会社白樺 葵訪問看護ステーション） �  182

3. 検査・診断・アセスメント・病態／薬物療法 11月29日（金） 9：00～9：40　第8会場

座長：�西出　薫（フットナース K） 
東田　隆治（横浜総合病院 心臓血管外科）

O3-1 弾力性包帯の伸縮性と影響因子に関する検討
牛山　浅美（ 東名厚木病院 看護部、 

日本静脈学会 弾性ストッキング・圧迫療法コンダクター養成委員会） �  183

O3-2 光音響画像による足部末梢血行動態診断の可能性
佐藤　直人（CYBERDYNE株式会社 研究開発部門） �  183

O3-3 外反母趾手術患者の術前母趾伸展可動域計測方法の検討 
―術後可動域の予後因子の再検討―

菱沼　遼（医療法人社団輝幸会 足のクリニック表参道 リハビリテーション科） �  183

O3-4 末梢動脈疾患患者への薬剤師によるポリファーマシー対策
片山　雄一朗（JA広島総合病院 薬剤部） �  183

O3-5 ホスラブコナゾール L-リシンエタノール付加物（F-RVCZ）内服中の 
eGFR値の変化について

小谷　はるみ（祐生会みどりが丘病院 皮膚科） �  184

4. 予防対策／栄養 11月29日（金） 10：10～11：10　第8会場

座長：�石岡　邦啓（湘南鎌倉総合病院 腎臓病総合センター 腎臓内科） 
大桑　麻由美（金沢大学 医薬保健研究域保健学系 臨床実践看護学講座）

O4-1 当院の転倒リスクの高い患者に対し、 
フットケアチームとしてどう関わっていくべきか

面家　敏宏（医療法人博文会 紀の川クリニック） �  184

O4-2 通院透析患者を対象にした末梢動脈疾患（PAD）のスクリーニング検査
小川　洋子（社会医療法人名古屋記念財団 新生会第一病院） �  184

O4-3 年齢や運動習慣がもたらす足趾運動機能との関係 
～啓発活動者が意識すべきもの～

木嶋　千枝（ぐんま足人の会、Abeby） �  184
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O4-4 地域でのフットケア啓蒙活動を行って
丹羽　由香里（医療法人偕行会 海部共立クリニック） �  185

O4-5 デュロメーターを用いた足の各部位における皮膚・皮下組織物性
磯貝　善蔵（国立研究開発法人国立長寿医療研究センター） �  185

O4-6 下肢大切断術患者の職歴における発症リスクの検討
中曽　草馬（湘南鎌倉総合病院 形成外科・美容外科、日本医科大学 形成外科学教室） �  185

O4-7 CLTI患者の創傷治癒と自宅退院に必要な因子とは 
～集学的アプローチの重要性～

橋本　侑樹（JA北海道厚生連 札幌厚生病院） �  185

5. 手術／再生医療／感染 11月29日（金） 11：20～12：20　第8会場

座長：�菊地　信介（旭川医科大学 外科学講座 血管・呼吸・腫瘍病態外科学分野） 
日野岡　蘭子（旭川医科大学病院 看護部）

O5-1 CLTIに対する創外固定を用いた再建手術 
～術後の必然的な安全性、形態可変でリハビリまで

加賀谷　優（杏林大学医学部付属杉並病院 形成外科） �  186

O5-2 Lapidus変法術後の皮膚障害に対してNPWTを施行した1例
永井　修平（愛知医科大学 医学部 疼痛医学講座） �  186

O5-3 伝達麻酔により下肢切断手術を行った患者の予後
本多　孝之（岩手医科大学 医学部 形成外科学講座） �  186

O5-4 外科的免荷治療として中足骨浮動骨切り術を実施した症例の検討
北野　豊明（新須磨病院 形成外科） �  186

O5-5 MICA（Minimal Invasive Chevron Akin）法による外反母趾治療の短期成績報告
小川　貴久（JA長野厚生連 佐久医療センター 整形外科） �  187

O5-6 新型コロナウイルス感染を契機に両下肢の急性虚血を発症した 
重症下肢虚血の一例

水谷　佳史（JA三重厚生連 松阪中央総合病院） �  187

O5-7 臀部炎症性粉瘤を契機に発症した 
後腹膜から下肢全域の広範囲壊死性筋膜炎の治療経験

上田　百蔵（湘南鎌倉総合病院 形成外科） �  187
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6. 創傷治癒・創傷ケア① 11月29日（金） 15：10～16：10　第8会場

座長：�上村　哲司（佐賀医科大学 医学部 形成外科） 
加瀬　昌子（国保旭中央病院 看護局スキンケア相談室）

O6-1 当院における単回使用陰圧創傷治療システムを用いて 
外来通院で植皮術を行った下肢皮膚潰瘍の検討

毛山　剛（医療法人薫風会 けやまクリニック 形成外科） �  187

O6-2 慢性創傷の治療における特定看護師の活動報告
田内　美樹（医療法人岡村会 岡村病院） �  188

O6-3 発症24時間以上経過した急性下肢虚血に対し 
患肢選択的CHDF併施下で血行再建を行い救肢を得た一例

横山　倫之（市立函館病院 心臓血管外科） �  188

O6-4 足趾変形を有する包括的高度慢性下肢虚血患者に対する 
経皮的屈筋腱切除術の有用性

西村　真知子（森之宮病院） �  188

O6-5 末梢優位の血流障害による足潰瘍に対し脊髄刺激療法が奏功した一例
加藤　友紀（中部ろうさい病院 形成外科） �  188

O6-6 右下腿蜂窩織炎に合併した足背部皮下膿瘍に対して 
小切開と連日の創部洗浄で症状を改善し得た症例

池村　澄枝（北里大学病院 皮膚科） �  189

O6-7 腱露出をした糖尿病性足潰瘍に対して、 
PAT（perifacial areolar tissue）と EPIFIXⓇで上皮化を得た一例

吉岡　梓（東京都立墨東病院） �  189

7. 創傷治癒・創傷ケア② 11月29日（金） 16：20～17：20　第8会場

座長：�藤井　美樹（東京医科大学 形成外科） 
松岡　美木（埼玉医科大学病院 褥瘡対策管理室）

O7-1 足関節骨折術後創離開に対して、 
プレートのスクリューホールからの肉芽形成が寄与して上皮化が得られた1例

川原田　圭（盛岡赤十字病院） �  189

O7-2 9年に渡るCLTI治療　～生涯の自立歩行を目指して～
小池　祐稀（社会医療法人敬和会 大分岡病院 形成外科） �  189

O7-3 小規模病院で下肢難治潰瘍に対する看護チームによる創傷ケアを振り返る
寺原　勝好（日本赤十字社 清水赤十字病院） �  190
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O7-4 当院における EPIFIX使用経験
大塚　駿太（福岡大学病院） �  190

O7-5 重症下肢虚血症例の難治性疼痛に対して 
超音波ガイド下スミスウィック神経挫滅術を施行した1例

立石　綾（横浜南共済病院） �  190

O7-6 血行再建を行わずレオカーナを用いて創治癒が得られたCLTI4症例
川井　陽平（愛知医科大学 血管外科） �  190

O7-7 死亡退院となった包括的重症下肢虚血（CLTI）症例の検討
横山　明子（横浜市立みなと赤十字病院 形成外科） �  191

8. 血行再建・血管内治療 11月29日（金） 17：30～18：10　第8会場

座長：�森田　一郎（川崎医科大学総合医療センター 総合外科） 
横井　宏佳（福岡山王病院 循環器センター）

O8-1 CLTIに対する顕微鏡下遠位バイパス術（microsurgical distal bypass）の有用性
山下　雄太郎（徳島大学 医学部 形成外科学講座） �  191

O8-2 GLASS IM-P2病変を主体としたCLTI患者に対して 
血管内治療と LDL吸着療法が有効であった一例

伊藤　菜穂（仙台厚生病院 循環器内科） �  191

O8-3 血管内治療を受けたWIfI clinical stage 4の包括的高度慢性下肢虚血患者の 
短期生命予後

竹井　達郎（天陽会中央病院） �  191

O8-4 膝下動脈3枝病変がCLTIに対するEVT後治癒創再発の唯一の独立予測因子である
柳内　隆（洛和会音羽病院 心臓内科） �  192

O8-5 Dorsalis Pedis Aetery（DPA）entrapment syndromeにより 
包括的高度慢性下肢虚血（CLTI）を呈した症例の検討

佐々木　伸也（宮城厚生協会 坂総合病院 循環器科） �  192
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9. リハビリテーション① 11月29日（金） 9：00～9：50　第9会場

座長：�今岡　信介（大分岡病院 リハビリテーション部） 
津畑　亜紀子（医療法人社団時正会 佐々総合病院 看護部）

O9-1 CLTIに対する血行再建後の歩行リハビリテーションは基本施行しない
古川　雅英（大分岡病院 創傷ケアセンター 形成外科） �  192

O9-2 患肢先行揃え型歩行における非患肢接地位置の違いが患肢足底圧に及ぼす影響
田村　将希（医療法人社団緑成会 横浜総合病院 リハビリテーション部） �  192

O9-3 潰瘍を有する LEAD患者のWound Healingに関連する因子について
本間　智明（JA広島総合病院 リハビリテーション科） �  193

O9-4 末梢動脈疾患で複数回の入院治療を行った患者における、 
リハビリ効果についての検討

佐々木　裕基（社会医療法人元生会 森山病院） �  193

O9-5 職務上の身体活動性に起因して足底部の血腫を繰り返す症例に対して 
予防的な理学療法を実施した一例

松木　宏多朗（社会医療法人敬和会 大分岡病院） �  193

O9-6 包括的高度慢性下肢虚血症例に対する治療用サンダルを用いた治療期間への影響
中村　裕輔（麻生飯塚病院 リハビリテーション部） �  193

10. リハビリテーション②／在宅医療 11月29日（金） 10：10～11：10　第9会場

座長：�加藤　昌子（医療法人医道会 十条武田リハビリテーション病院 訪問看護ステーション） 
富村　奈津子（公益社団法人鹿児島共済会 南風病院 整形外科）

O10-1 理学療法士が対象とする糖尿病足病変患者に関する実態調査
林　久恵（愛知淑徳大学 健康医療科学部 医療貢献学科 理学療法学専攻） �  194

O10-2 令和4年度診療報酬改定後の作業療法の実態調査 
～運動器リハビリテーション料の対象疾患の拡大から～

高島　千敬（一般社団法人日本作業療法士協会、広島都市学園大学） �  194

O10-3 包括的高度慢性下肢虚血患者の栄養指標からみた転帰予測
山下　丞（株式会社麻生 飯塚病院 リハビリテーション部） �  194

O10-4 大切断を実施した患者のこれまでの治療経験に関する後悔の要素についての検討
手老　泰介（社会医療法人敬和会 大分岡病院 リハビリテーション部） �  194

O10-5 CLTI患者における小切断前後の歩行パラメータの変化
居村　修司（医療法人徳洲会 岸和田徳洲会病院） �  195
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O10-6 多職種連携により大切断を回避した1事例 
～看護小規模多機能型居宅介護事業所における看護師の役割～

中川　有紀（医療法人胃医巴会 訪問看護ステーションかふう） �  195

O10-7 特定行為の実際 &介護者の足も守りたい！
渡邊　朋子（医療法人松寿会 共和病院） �  195

11. 教育（患者および医療者） 11月29日（金） 11：20～12：10　第9会場

座長：�石田　敦久（川崎医科大学総合医療センター 総合外科学（血管外科）） 
花田　明香（富士 足・心臓血管クリニック）

O11-1 糖尿病フットケアの運動学的アプローチ：看護師向け教材の開発プロセス
濵野　初恵（公立大学法人富山県立大学 看護学部） �  195

O11-2 多職種チームと患者教育により自宅退院が実現した一症例
餌取　将臣（旭川医科大学病院 看護部） �  196

O11-3 フットケアを通したWOCNと病棟看護師の協働の成果
安西　美恵（社会医療法人大道会 森之宮病院 看護部） �  196

O11-4 適切な弾性ストッキング着用に関する院内指導の取り組み
齋藤　享子（イムス富士見総合病院 看護部） �  196

O11-5 A病院における Varixチームを開設した実際と課題 
～若手看護師の育成とその取り組み～

近藤　麻紀（社会医療法人高清会 高井病院 看護部） �  196

O11-6 弾性ストッキングによるMDRPUのDESIGN-RⓇ2020評価 
～少人数での勉強会実施前後の変化～

毛利　明子（盛岡赤十字病院） �  197

12. リンパ浮腫・静脈疾患 11月29日（金） 15：10～16：00　第9会場

座長：�内田　大貴（旭川医科大学 外科学講座 血管・腫瘍病態外科学分野） 
菊池　絵里（横浜南共済病院 看護部）

O12-1 圧迫療法が困難な鬱滞性下腿潰瘍患者にベロクロ式圧迫装具が奏功した2例 
～セルフケア向上と治癒促進効果～

高島　聖子（医療法人徳洲会 湘南藤沢徳洲会病院） �  197

O12-2 生体電気インピーダンス法を用いた高齢下肢静脈瘤手術患者における骨格筋量の検討
石井　洋光（医療法人社団仁恵会 石井病院 外科） �  197
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O12-3 下肢静脈瘤性潰瘍に対する治療
畑田　充俊（西宮渡辺心臓脳血管センター） �  197

O12-4 弾性ストッキング・圧迫療法コンダクター認定制度の歩み
佐久田　斉（  AOI国際病院 心臓・血管外科、 

日本静脈学会 弾性ストッキング・圧迫療法コンダクター養成委員会） �  198

O12-5 本邦において入手可能な adjustable compression garments等の名称と特性の調査
佐久田　斉（  AOI国際病院 心臓・血管外科、 

日本静脈学会 弾性ストッキング・圧迫療法コンダクター養成委員会） �  198

O12-6 診断に難渋した、季節性に増悪、改善を繰り返す下腿浮腫の一例
北岡　斎（新都市医療研究会君津会 玄々堂君津病院 血管外科 ） �  198

13. フットケア活動と評価① 11月29日（金） 16：20～17：20　第9会場

座長：�佐藤　智也（埼玉医科大学 形成外科） 
西出　薫（フットナース K）

O13-1 当院の「運動機能評価入院・透析検査入院」におけるスキンおよび 
フットケアチームの取り組み

有川　実佐（社会医療法人名古屋記念財団 新生会第一病院 看護部） �  198

O13-2 1年経ちました！　―フットケアチーム・外来の現状―
大村　理紗（東邦大学医療センター大橋病院 形成外科） �  199

O13-3 特定行為看護師としての活動拡大に向けて
樋口　善哉（医療法人澄心会 岐阜ハートセンター） �  199

O13-4 自費フットケア外来におけるニーズ調査
米村　朋代（公益財団法人甲南会 六甲アイランド甲南病院） �  199

O13-5 透析患者の足病変におけるフットケアの地域連携の効果 
～切断率と認知機能・日常生活自立度の影響～

小関　早苗（高津中央病院 看護部 循環器病棟） �  199

O13-6 病棟フットケアリーダーとしての活動について
山﨑　千夏（社会医療法人大道会 森之宮病院） �  200

O13-7 高齢者介護施設で取り組み始めたフットケアの報告
上水　茂子（大阪府社会福祉事業団 豊寿荘 ゆたか診療所） �  200
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14. フットケア活動と評価② 11月29日（金） 17：30～18：30　第9会場

座長：�上村　哲司（佐賀医科大学 医学部 形成外科） 
下田　ゆかり（杏林大学医学部附属病院 看護部）

O14-1 下肢閉塞性動脈硬化症患者さんを支える家族が行うフットケアの現状
吉川　奈那（国立大学法人旭川医科大学 旭川医科大学病院） �  200

O14-2 糖尿病フットケア外来、開設15年間の活動報告
川﨑　美智子（桐生厚生総合病院） �  200

O14-3 フットトラブルの早期発見とセルフケア向上を目指した取り組みと評価
高田　結以（医療法人桃一会 及川医院） �  201

O14-4 糖尿病患者の外来における足病変のリスクファクター
足達　信哉（東京都立広尾病院 整形外科） �  201

O14-5 満足度の高いフットケアを目指して
御田　貴絵（医療法人なごみ会 大正くすのきクリニック） �  201

O14-6 新設備！！足浴設備を導入し、満足度の高いフットケアを目指して
御田　貴絵（医療法人なごみ会 大正くすのきクリニック） �  201

O14-7 「原著 糖尿病足病変ハイリスク患者のセルフケア影響因子尺度開発」を 
臨床に活かす

内田　みさ子（茨城県厚生連 総合病院 土浦協同病院 看護部） �  202

15. その他 11月29日（金） 9：00～9：40　第10会場

座長：�日野岡　蘭子（旭川医科大学病院 看護部） 
三宅　啓介（大阪大学大学院 医学系研究科 外科学講座 心臓血管外科学）

O15-1 「生活の営み支援」に繋がる学びとは 
～介護と医療の協働で守る生活者の暮らし～

菅野　智美（社会医療法人社団 カレスサッポロ 北光記念病院） �  202

O15-2 椅子からの立ち上がり・着席の動作における両足指筋力と重心動揺の検討
佐藤　玲子（埼玉県立大学） �  202

O15-3 CLTI患者におけるレオカーナの脂質プロファイルに対する効果の検討
尾﨑　大（順天堂大学医学部附属浦安病院） �  202

O15-4 レオカーナによる LDL吸着療法開始後の血圧低下率と創傷治癒との関係
稗畑　勇希（医療法人 王子総合病院 臨床工学科） �  203
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16. フットケア症例ケア 11月30日（土） 10：50～11：50　第4会場

座長：�海田　真治子（久留米大学病院 看護部） 
加賀谷　優（杏林大学 医学部 形成外科学教室）

O16-1 足病患者を対象としたアドヒアランスに関する退院指導用パンフレットを用いた
前向き観察研究

井藤　夏子（神戸大学医学部附属病院 看護部） �  203

O16-2 医療者用「薬用ハンドジェルHA」を透析患者の足趾に使用した 
保清・保湿効果等の検証

滝沢　サユミ（善仁会 腎運営推進部 フットケアチーム 緑園都市クリニック） �  203

O16-3 静脈うっ滞性皮膚炎を繰り返す患者に対し、 
圧迫療法の指導や関わり方に工夫を要した1症例

横山　操（長崎県壱岐病院 看護部） �  203

O16-4 看護外来での皮膚・排泄ケア認定看護師による関わり 
～難治性潰瘍が治癒した一例～

岡島　淳美（川崎医科大学総合医療センター 看護部） �  204

O16-5 糖尿病、下肢閉塞性動脈疾患のある足潰瘍症例に対し、 
入念なセルフケア指導から患者行動変容を得られた一例

松林　由紀（ 医療法人新都市医療研究会「君津」会 総合腎臓病センター／ 
玄々堂君津病院 看護部） �  204

O16-6 足部足関節評価質問表 SAFE-Qを用いた足部タッチングと 
セルフケアアドバイスの客観的評価

菅原　輝（医療法人社団足ノ会 足と歩行の診療所） �  204

O16-7 アベルマブ、アキシチニブ併用療法における手足症候群の1例： 
化学療法患者におけるフットケアの重要性

伊藤　麻紀（日本赤十字社医療センター 看護部） �  204

17. 靴・装具・義肢 11月30日（土） 10：50～11：40　第6会場

座長：�有薗　泰弘（有薗義肢株式会社 クリニカルサービス部） 
茂木　定之（広島国際大学 総合リハビリテーション学部）

O17-1 足趾変形・足趾切断患者のインソール作製の経過
岡　友美（社会医療法人里仁会 興生総合病院） �  205

O17-2 立脚後期における踏み返しの制動が第5中足骨骨頭部に及ぼす影響について
田中　大師（橋本義肢製作株式会社） �  205

O17-3 フェルトフォームの形状・枚数の違いによる免荷率の違いについての検討
大谷　啓太（日本フットケアサービス株式会社） �  205
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O17-4 地域の連携体制により、片麻痺での足底潰瘍症例を治療した経験
山本　宗平（橋本義肢製作株式会社） �  205

O17-5 日本義肢装具士協会が主催するタスク・シフト／シェア研修会への協力と実施報告
上口　茂徳（ 日本フットケア・足病医学会 補装具委員会、 

日本フットケア・足病医学会 POへのタスク・シフト／シェアWG、 
日本義肢装具士協会 タスク・シフト／シェアWG） �  206

O17-6 有痛性外反母趾に対する機能性靴下の効果 
―母趾内反誘導編みとアーチサポートパッド溶着を用いて―

蓮野　敢（新潟医療福祉大学大学院 医療福祉学研究科、株式会社 山忠） �  206

18. チーム医療・地域連携① 11月30日（土） 10：50～11：30　第10会場

座長：�木下　幹雄（TOWN訪問診療所 形成外科） 
内藤　亜由美（湘南医療大学 保健医療学部 看護学科 臨床看護学領域）

O18-1 直接『診る』ことで、早期発見・早期治療を目指す地域医療連携の取り組み
大熊　慧（医療法人社団松弘会 三愛病院 循環器内科） �  206

O18-2 もりむら内科の予防的フットケア 
～糖尿病患者と看護師が共に成長するための意識・動機付け～

斎藤　正子（医療法人社団もりむら内科） �  206

O18-3 当院での多職種連携における取り組みと重症虚血肢の下肢救済
岡崎　孝宣（JA広島綜合病院 心臓血管外科） �  207

O18-4 CLTIの緩和ケア介入のタイミングについて考える
舟橋　紗耶華（杏林大学） �  207

O18-5 足処置情報提供書の見直し　～地域連携をよりよくするために～
伊是名　和佳（総合高津中央病院 循環器病棟 看護部） �  207

19. チーム医療・地域連携② 11月30日（土） 11：35～12：15　第10会場

座長：�竹之内　美樹（いちはらメディカルグループ 統括看護部） 
松本　純一（TOWN訪問診療所 板橋院）

O19-1 離島のフットケア外来に携わる診療看護師（NP）の役割 
～大切断を回避できた難治性潰瘍の一症例～

岩本　由衣（長崎県壱岐病院 医局） �  207

O19-2 A病院の創傷・フットケアラウンド活動における成果と課題
田村　綾（札幌市病院局 市立札幌病院 看護部看護課） �  208
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O19-3 鬱滞性潰瘍に対する持続陰圧吸引療法と多職種連携
石毛　大貴（市立函館病院 心臓血管外科） �  208

O19-4 透析患者が母趾切断を決断するまでの外来特定行為看護師の意思決定支援
田淵　絢香（ 川崎医科大学総合医療センター 看護部、川崎医科大学 総合外科学、 

川崎医科大学 形成外科学） �  208

O19-5 下肢創傷における在宅での特定認定看護師の役割 
～両側足部壊疽を保有した患者の在宅療養での意思決定支援～

天野　晃子（ 川崎医科大学高齢者医療センター、訪問看護ステーションかわさき、 
川崎医科大学総合医療センター 看護部） �  208
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1. フットケアの取り組みと症例の工夫 11月30日（土） 14：20～15：35　第4会場

座長：�河村　進（笠岡第一病院 形成外科） 
矢野　晶子（東京西徳洲会病院 透析センター）

OSL1-1 介護施設運営に貢献できる爪切りケア 
～系列施設への爪切りラウンド導入・定着への取り組み～

横山　靖治（㈱ SOYOKAZE 茅ヶ崎ケアセンターそよ風） �  209

OSL1-2 健足維持のためにフットケア介入を試みて
松本　美幸（医療法人援腎会 すずきクリニック） �  209

OSL1-3 『歩く為の足作り』　～施設ケアマネとしての関わり方～
山田　実穂（社会福祉法人樹会 特別養護老人ホーム四街道苑） �  209

OSL1-4 クリニックにおけるフットケアに対する意識調査
岩城　佳代（（医）宅光会 リウマチ・腎臓内科はちまんクリニック 腎センター） �  209

OSL1-5 西の京病院フットケアチームでの取り組み
市原　恵美子（医療法人康仁会 西の京病院） �  210

OSL1-6 地方自治体病院におけるフットケアチームの取り組み 
～自費診療の導入を経験して～

花田　美春（市立室蘭総合病院 看護局） �  210

OSL1-7 糖尿病治療を中断したうつ病患者に対し 
フットケアを継続したことで重度巻き爪が改善した症例

坂西　佐智世（長野赤十字病院） �  210

OSL1-8 シャボンラッピング法によるフットケアの保湿効果 
―温タオル清拭と比較して―

本吉　美也子（上武大学 看護学部 看護学科） �  210

OSL1-9 低温熱傷を繰り返した2型糖尿病を背景とする LEAD患者に対する 
多職種での取り組み

喜渡　瞳（黒部市民病院 腎センター） �  211

OSL1-10 足潰瘍を繰り返した患者の関わりから足救済につながった一例
黒岩　みゆき（医療法人康仁会 西の京病院） �  211

OSL1-11 難治性足趾潰瘍を有する透析患者へのフットケアチーム介入による 
セルフケア能力向上が救肢につながった一例

柳　靖子（医療法人愛心会 東宝塚さとう病院 看護部） �  211

OSL1-12 WIfI分類を活用したフローチャートを作成して
泉　知美（医療法人腎愛会 上山病院） �  211

一般演題（ショートレクチャー）
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2. 教育（患者および医療者） 11月30日（土） 8：10～8：55　第7会場

座長：�樋口　ミキ（日本看護協会看護研修学校）

OSL2-1 当院 Foot care Familyの軌跡　―患者の足を守る看護師育成への挑戦―
甲谷　千恵子（社会医療法人愛仁会 明石医療センター） �  212

OSL2-2 当院透析室のフットチェック・フットケア 
～統一した技術取得のための指導～

宮下　光江（医療法人さくら さくら記念病院 血液浄化部） �  212

OSL2-3 糖尿病をもつ家族の体験から糖尿病治療に拒否的であった一事例
竹崎　陽子（高知県・高知市病院企業団立高知医療センター） �  212

OSL2-4 院内看護師のフットケアの知識・スキル向上の取り組み
井口　めぐみ（伊那中央病院 看護部） �  212

OSL2-5 兵庫県フットヘルス看護師（Hyogo Foot Health Community Nurse：
HFCN）の育成プログラムの作成

畑中　あかね（神戸市看護大学 看護学部） �  213

OSL2-6 当院の白癬菌治療　～ネイリンの有効性と今後の課題～
髙橋　恵美（医療法人さくら さくら記念病院） �  213

OSL2-7 つめ切り看護外来の課題と今後の展望　～担当看護師の調査から～
下垣　美和（大阪府済生会吹田病院） �  213

3. リハビリテーション／創傷ケア 11月30日（土） 8：10～9：00　第8会場

座長：�木村　中（函館中央病院 形成外科） 
山端　志保（京都府立医科大学附属病院 リハビリテーション技術科）

OSL3-1 Charcot footによる外果難治性潰瘍に対して遊離皮弁移植術を施行し 
装具の工夫により復職が可能となった一例

宮前　拓朗（医療法人社団愛友会 上尾中央総合病院） �  213

OSL3-2 神経障害を合併する糖尿病患者と健常者の足関節動作強度の比較
大関　直也（東京医科大学茨城医療センター リハビリテーション療法部） �  214

OSL3-3 フェルトフォーム付シーネを用いて変形進行なく歩行練習が可能であった 
糖尿病性足壊疽の一症例

長塩　直子（医療法人徳洲会 湘南鎌倉総合病院） �  214

OSL3-4 糖尿病足病変患者に対する作業療法の標準化に向けた取り組み
重藤　ひかる（社会医療法人敬和会 大分岡病院） �  214



― 61 ―

OSL3-5 足底筋膜炎患者の歩行解析：足底圧中心の左右対称性とその偏位
辰野　紗英（医療法人社団輝幸会 足のクリニック表参道 リハビリテーション科） �  214

OSL3-6 浮腫が著しい下肢の創治療の経験
水原　章浩（医療法人三和会 東鷲宮病院） �  215

OSL3-7 創傷治癒に難渋するCLTI患者に集学的治療が奏功した1例
野口　幸（医療法人康仁会 西の京病院 診療支援部 臨床工学科） �  215

OSL3-8 OasisⓇ細胞外マトリックスの除痛効果を活かす
齋藤　達弥（CHCPヘルスケアシステム桑園中央病院 救肢・創傷治療センター） �  215

4. 難治性潰瘍／血行再建／血管内治療 11月30日（土） 14：20～15：20　第8会場

座長：�佐藤　友保（土谷総合病院 放射線科） 
舟橋　紗耶華（杏林大学 医学部 循環器内科学教室）

OSL4-1 当院でのマゴットセラピーの管理法ならびに奏功症例の報告
梶山　渉太（福岡和白病院 循環器内科） �  215

OSL4-2 SorbactⓇを用いた難治性創傷の治療経験
宮田　夏実（旭川医科大学 形成・再建外科学講座） �  216

OSL4-3 Desert footを伴う難治性であった潰瘍が 
1年間の経過観察後に側副血行路が発達し創傷治癒が得られた一例

西庵　邦彦（社会医療法人大道会 森之宮病院） �  216

OSL4-4 難治性創傷患者に対する特定行為実施と長期の治療計画における 
療養環境調整が奏功した1例

岡﨑　芙美子（大阪赤十字病院 創傷・足病ケアセンター） �  216

OSL4-5 プロテウス症候群による左母趾巨趾症・左第2.3趾切断術後の 
難治性胼胝下潰瘍の一例

山村　美華（福岡県済生会飯塚嘉穂病院 皮膚科） �  216

OSL4-6 当院における高齢者の重症下肢虚血（CLTI）に対する 
血行再建術後の成績について

新谷　恒弘（静岡赤十字病院 血管外科） �  217

OSL4-7 対側肢大切断後、残存肢CLTIに対して 
診療科が連携することにより救肢が得られた症例

鶴岡　琢也（一宮市立市民病院 血管外科） �  217

OSL4-8 CLTI患者に対する社会的支援の効果
和唐　純平（北里大学 医学部 形成外科・美容外科学） �  217
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OSL4-9 年齢や合併症により標準治療が困難なCLTI患者への治療選択についての検討
市村　祐人（社会医療法人元生会 森山病院） �  217

OSL4-10 両下肢CLTIに対して EVT及びレオカーナ使用により大切断を免れた片側下
肢と膝下切断となった対側下肢の一例

大久保　宗則（岐阜ハートセンター 循環器内科） �  218

5. リウマチ・膠原病／腎不全・透析・腎移植 11月30日（土） 8：10～8：55　第9会場

座長：�緒方　信彦（医療法人社団愛友会 上尾中央総合病院 循環器内科）

OSL5-1 抗 ARS抗体症候群に伴う手指難治性壊死に対して 
著効した胸部交感神経節切除を施行した1例

合地　野絵（学校法人川崎学園 川崎医科大学総合医療センター） �  218

OSL5-2 CLTI患者における自己免疫疾患の重要性について
大久保　亮（東邦大学 医学部 内科学講座 循環器内科学分野） �  218

OSL5-3 透析足のリスク分類評価 
―フレイル評価を併用したフットケア介入方法の検討―

名村　晋哉（医療法人社団偕翔会 城北共立クリニック） �  218

OSL5-4 踵部潰瘍に対して LDL吸着療法を施行したところ 
hand ischemiaに対しても有効であった一例

伊藤　菜穂（仙台厚生病院 循環器内科） �  219

OSL5-5 外傷を契機に発症し致死的経過を辿ったカルシフィラキシスの一例
庄司　真美（日本医科大学 武蔵小杉病院 形成外科） �  219

OSL5-6 両下肢切断部の潰瘍形成から敗血症の経過を辿った一症例を振り返って
髙梨　和子（眞仁会 逗子桜山クリニック） �  219

OSL5-7 下肢創傷治療を要する血液透析患者の浮腫軽減と予防への看護
齋藤　瞬（桑園中央病院 血液透析センター） �  219

6. リンパ浮腫・静脈疾患／感染 11月30日（土） 9：00～9：45　第9会場

座長：�大谷　則史（札幌東徳洲会病院 心臓血管外科 大動脈血管内治療センター）

OSL6-1 慢性リンパ浮腫を背景に生じたと考えられた下肢のStewart-Treves症候群の2例
森本　広樹（浜松医科大学 医学部 皮膚科学講座） �  220

OSL6-2 リンパ浮腫療法士のフットケア：Unna Bootによる鬱滞性潰瘍治療
奥田　奈々恵（栃木県立がんセンター 看護部） �  220
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OSL6-3 調節型圧迫装具による下腿浮腫の減少効果に関する検討
牛山　浅美（ 東名厚木病院 看護部、 

日本静脈学会 弾性ストッキング・圧迫療法コンダクター養成委員会） �  220

OSL6-4 リンパ浮腫を合併し蜂窩織炎・潰瘍を繰り返す症例の悪循環の原因検討 
―第2報―

中山　みゆき（川崎医科大学総合医療センター リハビリテーションセンター） �  220

OSL6-5 腸骨静脈閉塞を合併した症候性下肢動静脈瘻に対して、 
動静脈瘻閉鎖および圧迫療法にて症状改善が得られた一例

神野　浩史（釧路孝仁会記念病院 心臓血管外科） �  221

OSL6-6 術後再発を繰り返す難治性静脈性潰瘍に対して 
内視鏡下穿通枝切離術（SEPS）を施行した1例

野中　崇央（埼玉医科大学病院 血管外科） �  221

OSL6-7 切開ドレナージとNPWTi-dで管理し得た感染を伴うCharcot footの1例
村上　英毅（川崎病院 形成外科） �  221

7. 検査／治療 11月30日（土） 10：50～11：40　第9会場

座長：東原　宣之（イムス富士見総合病院 血管外科）

OSL7-1 血液透析における皮膚灌流圧（SPP）の影響評価
青山　夏実（ 医療法人社団新都市医療研究会「君津」会 総合腎臓病センター  

玄々堂君津病院 臨床工学科） �  221

OSL7-2 当院入院および特別養護老人ホーム入居透析患者の初診時ABI・SPPを比較
影原　彰人（富家千葉病院 人工透析外科、特別養護老人ホーム 四街道苑） �  222

OSL7-3 認知機能障害がある終末期CLTIに対する疼痛アセスメントツールとして
PAIC15を用いた一例

中丸　有希菜（社会医療法人元生会 森山病院 看護部） �  222

OSL7-4 Leriche症候群による下肢広範囲虚血に対して 
腋窩－大腿動脈バイパス術が有効であった1例

古賀　大智（熊本大学 整形外科） �  222

OSL7-5 遊離広背筋皮弁を用いて膝上切断を回避した腓腹筋壊死症例の経験
渡邉　輝（和歌山県立医科大学 形成外科） �  222

OSL7-6 糖尿病性足潰瘍に対して Fillet toe �apを用いた4例
長谷川　泰子（ 郡馬大学大学院 医学系研究科 口腔顎顔面外科講座・形成外科学講座、 

神戸大学大学院 医学研究科 形成外科学） �  223

OSL7-7 急性心筋梗塞に対して PCI後にコレステロール塞栓症を発症した一例
水上　浩行（寿泉堂綜合病院） �  223
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OSL7-8 地域で暮らす高齢者のための 
足の健康と足の教育に関連する国内外の統合的文献レビュー

藤井　かし子（東京家政大学） �  223

8. チーム医療・地域連携 11月30日（土） 8：10～9：00　第10会場

座長：�野口　まどか（神戸大学医学部附属地域医療活性化センター）

OSL8-1 医療機関との連携によりセラピストが介入し爪甲剥離が改善した一症例
山本　孝志（一般社団法人東京フットケア協会） �  223

OSL8-2 CLTIで ADL低下を認め、多職種支援により潰瘍が改善した1例
源幸　幸枝（医療法人正志会 あづまクリニック） �  224

OSL8-3 病院医療と多職種介入による訪問医療が迅速に連携し 
多くの利点を経験したCLTIの症例

田村　浩（ 医療法人社団莉生会 メディケアクリニック石神井公園、 
順天堂大学医学部附属練馬病院） �  224

OSL8-4 『岡山トータルフットケアを考える会』活動報告
三宅　よしえ（（医）天成会 青江クリニック） �  224

OSL8-5 多職種連携により大切断を回避した一例への看多機での関わり
大喜多　伸哉（医療法人いいとも会 宇野胃腸内科・脳神経内科 リハビリセンター） �  224

OSL8-6 循環器専門病院での下肢閉塞性動脈硬化症・慢性静脈不全へのフットケア活動 
～院内から地域へ向けて～

越野　理和（医療法人澄心会 岐阜ハートセンター 看護部） �  225

OSL8-7 100歳まで自分の足で歩こう！！　～地域の足を守っていくための取り組み～
中野　潤子（医療法人社団喜蜂会 東海記念病院） �  225

OSL8-8 足病診療の院内体制再構築の試み
楢崎　晃史（鳥取県立中央病院 糖尿病・内分泌・代謝内科） �  225
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一般演題（ポスター）

ポスター 11月29日（金） 9：00～18：00　30日（土） 8：10～13：00　神戸ポートピアホテル本館 地下1F「偕楽」

PO-1 透析室におけるフットケア指導士の活動報告
上原　千晶（社会医療法人かりゆし会 ハートライフ病院） �  226

PO-2 足潰瘍患者の再発予防のための指導内容の検討 
～当院における足潰瘍患者へのアンケート結果の考察～

間部　幸（順天堂大学医学部附属静岡病院） �  226

PO-3 フットケア勉強会を開催し今後の展望を考える
中村　哲朗（社会医療法人中信勤労者医療協会 松本協立病院） �  226

PO-4 無症候性糖尿病末梢神経障害の簡易スクリーニングには 
アキレス腱反射が有用である

井島　廣子（医療法人社団陣内会 陣内病院 臨床検査部） �  226

PO-5 フットケア外来立ち上げから始まった私達の挑戦 
～評価方法の標準化を目指して～

松本　美穂（（医）社団富家会 富家病院 透析室） �  227

PO-6 レーザードプラ血流計による下肢血流評価の信頼性と TBIを対照とした妥当性
鈴木　さやか（医療法人虹嶺会 土浦ベリルクリニック） �  227

PO-7 皮膚還流圧測定装置SPP-K1において1カフで2点同時測定する方法についての検討
北原　麻紀（特定医療法人 桃仁会病院 生理検査科） �  227

PO-8 うっ血性心不全・慢性腎不全の悪化から、 
下肢浮腫増悪による足背水泡形成を伴った在宅高齢者への介入経験

小池　岳大（医療法人社団日高会 平成日高クリニック 総合ケアセンター） �  227

PO-9 複数病変を伴う包括的高度慢性下肢虚血に対し炭酸泉足浴を実施したことで 
足部創傷改善を認めた一症例

蛭間　好美（日本医科大学千葉北総病院） �  228

PO-10 両下肢不全麻痺患者の動脈閉塞による大切断後のトイレ動作に対する 
作業療法の早期介入効果

佐藤　楓那（松波総合病院 リハビリテーション技術室） �  228

PO-11 透析患者の足病変に対し簡易インソールを用いた3症例
林　有（増子クリニック 昴 リハビリテーション科） �  228

PO-12 右踵内側に潰瘍形成を呈した症例に対する姿勢・動作分析に基づく運動療法 
および指導の有効性

明見　匡人（医療法人徳洲会 八尾徳洲会総合病院 リハビリテーション科） �  228
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PO-13 超高齢化社会における糖尿病療養指導に求められる作業療法支援の在り方
成田　雄一（関東病院） �  229

PO-14 CLTI患者に対しレオカーナを全24回行うための地域連携を介した 
当院の取り組み

田口　哲也（深谷赤十字病院） � 229

PO-15 難治性慢性潰瘍に対して、離島内で完結し得た一例
藤田　崇史（福岡大学病院 循環器内科、長崎県壱岐病院） �  229

PO-16 当院のフットケアチーム活動における継続看護への課題
八木沢　朋美（柏厚生総合病院 看護部） �  229

PO-17 下肢血管内治療における看護師の取り組み 
～血管・足カートの設置と活用の実際～

小酒部　さとみ（医療法人徳洲会 湘南藤沢徳洲会病院） �  230

PO-18 当院の足病患者の退院支援と問題点
平田　晶子（東邦大学医療センター大橋病院 形成外科） �  230

PO-19 長期入院を呈したCLTI患者に対し、多職種でアプローチを行った1例
八木　啓輔（深谷赤十字病院 リハビリテーション技術課） �  230

PO-20 フットケア地域連携パスを運用した患者の下肢切断に至った要因についての検討
吉田　みゆき（名古屋澄心会 名古屋ハートセンター） �  230

PO-21 チーム医療で大切断を回避し得たCLTIの1例
宇都　翔（福岡大学病院 形成外科） �  231

PO-22 『健脚』を目指したフットケアチームの取り組み
三上　卓耶（医療法人 小山すぎの木クリニック） �  231

PO-23 入退院支援看護師としての足病変患者への関わり
定森　智恵（医療法人真鶴会 小倉第一病院） �  231

PO-24 重症下肢のため両下肢膝下切断後に右膝上切断となった 
抗セントロメア抗体陽性の1例

藤本　陽（虎の門病院 循環器センター内科） �  231

PO-25 神奈川県内のドラッグストアで行う高齢者フットケアの試み
相ケ瀬　玲子（ indigoRedNail） �  232

PO-26 ABI・SPP値が良好な難治性足趾潰瘍に対し、レオカーナが奏功した1例
和田　益枝（医療法人徳洲会 湘南鎌倉総合病院 血液浄化室） �  232
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PO-27 足趾に生じた潰瘍に対し Snap陰圧閉鎖療法システムが有効だった一例
佐藤　義邦（公益財団法人 星総合病院 看護部） �  232

PO-28 下腿潰瘍症例にシアノアクリレート血管内塞栓術（CAC）を応用した1例
佟　暁寧（大阪静脈瘤クリニック） �  232

PO-29 診断に難渋し、薬物加療、補助療法、血行再建など様々な治療を行い 
管理に難渋した難治性下肢潰瘍患者の一例

高原　正幸（国保直営総合病院 君津中央病院） �  233

PO-30 在宅療養で治療が困難であった左下腿多発性難治性皮膚潰瘍の1例
石井　洋光（医療法人社団仁恵会 石井病院 外科） �  233

PO-31 クリオグロブリン血症による足趾難治性潰瘍の1例
玉城　秀行（社会医療法人仁愛会 浦添総合病院） �  233

PO-32 ヒト羊膜使用組織治癒促進用材料（Epi�x）と局所陰圧閉鎖療法の併用が 
著効した下肢潰瘍の3例

北野　優斗（埼玉医科大学病院 形成外科・美容外科） �  233

PO-33 診断・治療に難渋した足部病変主体のCLTI一症例
岩佐　憲臣（公立学校共済組合 九州中央病院） �  234

PO-34 足底難治性潰瘍の治療経過中に限局性血管内凝固異常が悪化したクリッペル・
トレノネー症候群の症例

村尾　尚規（国家公務員共済組合連合会 斗南病院 形成外科） �  234

PO-35 SLEによる非動脈硬化性の両側第1趾潰瘍に対して 
吸着型血液浄化器（レオカーナ）が著効した1例

山口　雅也（埼玉医科大学病院） �  234

PO-36 静脈うっ滞性潰瘍のベストプラクティスを探る： 
難治例に対し新規材料・デバイスを用い改善を得た一例

三尾母　隆行（埼玉医科大学 医学部 形成外科） �  234

PO-37 フットケア　3施設合同研修から得たもの
相馬　慶子（社会福祉法人むつみ会 春陽苑） �  235

PO-38 下肢静脈瘤手術6ヶ月後フットケア指導再強化により残存症状が改善した症例の検討
富田　伸司（岐阜ハートセンター あしの診療・静脈センター） �  235

PO-39 大切断既往症例の残存肢機能を守るためのフットケア
田辺　愛莉朱（市立函館病院 フットケア外来） �  235

PO-40 「足趾の切断を回避させてあげたい」 
多職種との連携にて虚血性潰瘍が治癒できた症例

前田　尚美（医療法人かぜ 植木いまふじクリニック） �  235



― 68 ―

PO-41 透析患者に対するフィラピー長期使用の効果について
御代田　由美子（医療法人援腎会 すずきクリニック） �  236

PO-42 透析クリニックでのレオカーナを経験して
壁巣　紗弥（医療法人援腎会 すずきクリニック） �  236

PO-43 フットケア外来の介入による自己管理行動の変化が 
心不全増悪による再入院を防いだ一例

田村　真純（医療法人王子総合病院 看護部） �  236

PO-44 巻き爪マイスターⓇの使用経験
中村　里絵（医療法人偕行会長野 駒ヶ根共立クリニック） �  236

PO-45 フットケア指導士取得後のフットケアの取り組みの現状と課題
諸澤　麻希子（JA長野厚生連 佐久総合病院 佐久医療センター 看護部） �  237

PO-46 A病院におけるフットケアへの取り組みと連携への課題
村上　巌（社会医療法人景岳会 南大阪病院 看護部） �  237

PO-47 当院腎センターにおけるフットケアに対する課題への取り組み
舘　夕子（医療法人社団協友会 柏厚生総合病院） �  237

PO-48 高齢者介護施設におけるフットケア 
～外部サービスとして関わり感じたこと～

吉野　喜代美（夢歩 足の保健室 港南） �  237

PO-49 母趾切断に至った事から耐糖能障害合併が判明した非糖尿病透析患者の1例
真栄里　恭子（医療法人徳洲会 東京西徳洲会病院 血液浄化センター） �  238

PO-50 静脈性下肢潰瘍の局所ケア統一とアドヒアランス向上に重点をおき 
治癒過程に向かった一例

柏田　真希（医療法人 王子総合病院 看護部） �  238

PO-51 2種の生薬配合炭酸ガス入浴剤が静脈性浮腫に及ぼす効果 
―下肢の温まりが筋肉をほぐして感覚を改善―

秦　元気（株式会社バスクリン 製品開発部） �  238

PO-52 心性浮腫が改善した廃用性浮腫に対して 
弾性包帯による圧迫療法を行い歩行能力が向上した2症例

成川　香理（湘南藤沢徳洲会病院） �  238

PO-53 透析患者のCLTIに対するDistal bypass後の創哆開の1例
倉田　修治（湘南藤沢徳洲会病院 外科） �  239

PO-54 繰り返す包括的高度慢性下肢虚血に対して、 
膝下動脈への血管内治療と LDL吸着療法により救肢しえた一症例

堀江　和紀（仙台厚生病院） �  239
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PO-55 鼠経吻合部仮性動脈瘤の切迫破裂に血管内治療による緊急再建後、 
二期的動脈瘤切除を実施して根治を得た一例

古屋　敦宏（市立函館病院 心臓血管外科） �  239

PO-56 Werner症候群の患者の踵に生じた骨髄炎治癒後に、 
骨粗鬆症によると考えられる骨梁骨折を発症した一例

西村　博之（医療法人社団陣内会 陣内病院 薬剤部） �  239

PO-57 当院でのレオカーナの使用状況および臨床転帰
小松　洋介（東邦大学医療センター大森病院） �  240

PO-58 コンピュータ断層撮影データを基に装具の設計に関する試み
大窪　伸太郎（広島国際大学、有限会社 JIVE） �  240

PO-59 B群溶血性レンサ球菌による劇症型足感染に対して救命救肢できた一症例
三井　秀也（三栄会ツカザキ病院） �  240

PO-60 感染を繰り返し治療に苦渋した下肢 Klippel-Trenaunay症候群の1例
小林　潤貴（多治見市民病院 形成外科） �  240

PO-61 フットケア時における白癬菌曝露対策から見える実態調査と取り組み課題
鈴木　沙織（ 医療法人新都市医療研究会「君津会」 総合腎臓病センター  

玄々堂君津病院 看護部） �  241

PO-62 当院におけるコラテジェンⓇの使用経験
竜川　貴光（旭川医科大学 外科学講座 血管・呼吸・腫瘍病態外科学分野） �  241

PO-63 携帯端末利用者の歩行様態・階段昇降時の動作特性（操作課題と足底圧変化）
川澄　正史（東京電機大学大学院 未来科学研究科） �  241

PO-64 総合大学看護学科糖尿病足病変フットケア授業報告　 
―演習内容の紹介を中心に―

山本　摂子（武蔵野大学 看護学部） �  241

PO-65 透析治療と同時にレオカーナを施行した1例
喜瀬　拓也（社会医療法人かりゆし会 ハートライフ病院 臨床工学科） �  242

PO-66 1型小児糖尿病を発症した子どものフットプリント結果報告
内田　みさ子（茨城県厚生連 総合病院土浦協同病院 看護部） �  242
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ランチョンセミナー1 11月29日（金） 12：50～13：50　第1会場

司会：三宅　啓介（大阪大学医学部附属病院 心臓血管外科）

多診療科でレオカーナ治療について考える

LS1-01 Last hope―レオカーナへの期待
丹　通直（時計台記念病院 循環器内科） �  243

LS1-02  レオカーナ VAをどうする？ 
～透析していない患者さんにもレオカーナを届けたい～

嶋津　啓二（大阪府済生会中津病院 腎臓内科） �  243

共催：株式会社カネカメディックス

ランチョンセミナー2 11月29日（金） 12：50～13：50　第2会場

座長：�大浦　紀彦（杏林大学 医学部 形成外科 教授） 
尾原　秀明（慶應義塾大学 外科 准教授）

難治性潰瘍の治療戦略 
―EPIFIXⓇ使用開始のタイミング　Wound Bed Preparationから創閉鎖まで―

LS2-01 つなぐ EPIFIXⓇの明日からの活用
寺部　雄太（春日部中央総合病院 下肢救済センター 副センター長） �  244

LS2-02 血管再建医の創傷アプローチ
長﨑　和仁（下北沢病院 副院長 下肢血管・救済センター長 血管外科） �  244

共催：グンゼメディカル株式会社／マイメディクスジャパン合同会社

ランチョンセミナー3 11月29日（金） 12：50～13：50　第3会場

司会：元村　尚嗣（大阪公立大学 形成外科 教授）

足病変治療に対するチーム医療の取り組みとNPWT・ciNPTの効果的活用

LS3-01 CLTIに対するNPWTと ciNPTの活用法
山尾　健（旭川医科大学病院 形成外科 学内講師） �  245

LS3-02 チーム医療として介入するCLTI足潰瘍 ～NPWTの適応と実際～
日野岡　蘭子（旭川医科大学病院 看護部） �  245

共催：スリーエム　ヘルスケア　ジャパン　合同会社

ランチョンセミナー4 11月29日（金） 12：50～13：50　第4会場

座長：�泉　有紀（米国足病医、東京大学大学院 医学系研究科 医学教育国際研究センター 医学教育国際協力学部門）

LS4-01 足洗浄の奥深き可能性 ～ブラシ洗浄によって足はどう変化する？～
橘　優子（順天堂大学医学部附属順天堂医院 足の疾患センター 看護師） �  246

共催：ライオン株式会社

共催セミナー
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ランチョンセミナー5 11月29日（金） 12：50～13：50　第5会場

座長：�東　信良（旭川医科大学 外科学講座 血管・呼吸・腫瘍病態外科学分野 教授）

日本と米国の糖尿病性下肢虚血潰瘍に対する Limb Salvageはどこまで？ 
～対足肢も安心はできない。エビデンスから語る SCLI（潜在的重症下肢虚血）～

LS5-01 菊地 信介（旭川医科大学 外科学講座 血管・呼吸・腫瘍病態外科学分野 准教授）   247

LS5-02 Caitlyn Lee（ Global Podiatry Partners /  
Wound Healing Center at USC Arcadia Hospital Podiatric Physician）   247

LS5-03 富樫 真二（医療法人 AGRIE メドアグリクリニック ひたち 院長）   247

共催：Cell Exosome Therapeutics 株式会社

ランチョンセミナー6 11月29日（金） 12：50～13：50　第6会場

座長：�寺師　浩人（神戸大学医学部附属病院 形成外科・美容外科／診療科長・日本フットケア・足病医学会 理事長）

足病診療と教育を考えよう ～みんなができる足病診療を目指して～

LS6-01 「みんなができる」を考える ～免荷療法実施の課題と対策～
菊池　恭太（ 医療法人社団青泉会 下北沢病院 院長、 

日本フットケア・足病学会補装具委員長、日本フットケア・足病学会評議員） �  248

LS6-02 私に出来ることから考える ～教育が育てる足病医療の未来～
田中　里佳　（ 順天堂大学医学部附属順天堂医院足の疾患センター センター長、 

順天堂大学 医学部 形成外科学講座 教授、 
順天堂大学大学院 医学研究科 主任教授） �  248

共催：アルケア株式会社

ランチョンセミナー7 11月30日（土） 12：40～13：40　第1会場

座長：�瀬戸　奈津子（関西医科大学 看護学部・看護学研究科 教授）

爪白癬治療は完全治癒を目指す時代

LS7-01 足病重症化予防における爪ケアの意義・爪白癬治療の重要性
高山　かおる（埼玉県済生会川口総合病院 皮膚科 主任部長） �  249

LS7-02 ネイリンの有用性 ～臨床写真からの考察を含めて～
南　健（南外科泌尿器科 副院長 皮膚科） �  249

共催：佐藤製薬株式会社／エーザイ株式会社

ランチョンセミナー8 11月30日（土） 12：40～13：40　第2会場

座長：�溝上　祐子（東京医療保健大学大学院 医療保健学研究科 プライマリケア看護学領域 准教授）

Sorbactを用いた感染管理に関して

LS8-01 杉本 はるみ（社会医療法人仁友会 南松山病院 皮膚・排泄ケア特定認定看護師）   250

LS8-02 藤井 渚（医療法人社団愛友会 蓮田一心会病院 皮膚・排泄ケア特定認定看護師）   250

共催：センチュリーメディカル株式会社
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ランチョンセミナー9 11月30日（土） 12：40～13：40　第3会場

座長：�室原　豊明（名古屋大学大学院 医学系研究科 循環器内科学 教授）

LS9-01 LEADの包括的マネジメント ―腎性貧血管理も含めて―
桑原　宏一郎（信州大学 医学部 循環器内科学教室 教授） �  251

共催：田辺三菱製薬株式会社

ランチョンセミナー10 11月30日（土） 12：40～13：40　第4会場

座長：�東　信良（旭川医科大学 外科学講座 血管・呼吸・腫瘍病態外科学分野 教授）

もったいない！？宝の持ち腐れしてませんか？ 
～フットケアに革命を！フットワーク軽く進める医療DX～

LS10-01 花田 明香（富士 足・心臓血管クリニック）   252

LS10-02 伊方 敏勝（熊本大学病院 形成外科）   252

LS10-03 坂野 哲平（株式会社アルム 代表取締役社長兼Co-CEO）   252

共催：株式会社アルム

ランチョンセミナー11 11月30日（土） 12：40～13：40　第5会場

座長：�田中　里佳（順天堂大学医学部附属順天堂医院 再生医学 教授）

2つの目線から見た院内・院外連携について

LS11-01 ～1st viewpoint　大学病院～
苅部　綾香（順天堂大学医学部附属静岡病院 形成外科） �  253

LS11-02 ～2nd viewpoint　市中病院～
菊池　守（下北沢病院 形成外科） �  253

共催：スミス・アンド・ネフュー株式会社

ランチョンセミナー12 11月30日（土） 12：40～13：40　第6会場

座長：�尾原　秀明（慶應義塾大学 外科）

ALI一刻を争う急性下肢虚血 ～正しく患者様を見つける、 診る 、 治す～

LS12-01 救肢に向けた最新知見
菊地　信介（旭川医科大学 外科学講座 血管・呼吸・腫瘍病態外科学分野） �  254

LS12-02 創傷ケアと患者教育
日野岡　蘭子（旭川医科大学病院 看護部） �  254

LS12-03 リハビリテーション
細谷　菜々望（旭川医科大学病院 リハビリテーション部） �  254

共催：朝日インテック Jセールス株式会社
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スイーツセミナー1 11月29日（金） 15：50～16：50　第1会場

座長：�石澤　美保子（奈良県立医科大学 医学部 看護学科 成人急性期看護学 教授）

すぐ楽しいすごく楽しい♪ ～知って得するスキンケア～

SS1-01 いま、私たちにできること ～ハイリスク患者のスキンケア～
海田　真治子（久留米大学病院 看護部 皮膚・排泄ケア特定認定看護師） �  255

SS1-02 これから、私たちが目指すこと ～地域で行う足から殿部のスキンケア～
間宮　直子（大阪府済生会吹田病院 看護部 皮膚・排泄ケア特定認定看護師） �  255

共催：持田ヘルスケア株式会社

スイーツセミナー2 11月29日（金） 15：50～16：50　第3会場

座長：�安西　慶三（高邦会高木病院 糖尿病内分泌肝疾患センター長）

SS2-01  末梢動脈疾患における知覚検査と痛み検査について  
～ペインビジョンの臨床応用～

三木　俊（東北大学病院 臨床検査部門長 臨床検査技師長） �  256

共催：ニプロ株式会社

スイーツセミナー3 11月29日（金） 15：50～16：50　第5会場

座長：�田中　里佳（ 順天堂大学順天堂医院 足の疾患センター センター長、 
順天堂大学 医学部 形成外科学講座 教授、順天堂大学大学院 医学研究科 再生医学 主任教授）

創傷の一歩先へ、M.O.I.S.T.を活用しよう！

SS3-01 新しい創傷アセスメントツール　M.O.I.S.T.の紹介
田中　里佳（ 順天堂大学順天堂医院 足の疾患センター センター長、 

順天堂大学 医学部 形成外科学講座 教授、 
順天堂大学大学院 医学研究科 再生医学 主任教授） �  257

SS3-02 実臨床における新たなコンセプト：M.O.I.S.T.の活用
苅部　綾香（順天堂大学医学部附属静岡病院 形成外科 科長） �  257

共催：メンリッケヘルスケア株式会社

スイーツセミナー4 11月29日（金） 15：50～16：50　第6会場

座長：�溝上　祐子（東京医療保健大学 医療保健学研究科 医療保健学専攻 プライマリケア看護学領域 准教授）

みんなで行うWound Hygiene ～足を診ていく覚悟を決めよう！～

SS4-01 オープニング基調講演　これから足を診ていくナース達へのメッセージ
溝上　祐子（ 東京医療保健大学 医療保健学研究科 医療保健学専攻  

プライマリケア看護学領域 准教授） �  258

SS4-02 難治性創傷を治す ～アセスメントとセルフケア～
橘　優子（順天堂大学医学部附属順天堂医院 足の疾患センター 副センター長） �  258

共催：コンバテックジャパン株式会社




